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平成27年４月の供用開始目指し
　　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
、
新
火
葬
場

の
建
設
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
火
葬
場
は
、
市
内
３
カ
所
に
あ

る
火
葬
場
（
竹
野
川
斎
場
、
網
野

火
葬
場
、
久
美
浜
火
葬
場
）
を
統

合
し
て
、
峰
山
町
赤
坂
地
内
に
新

設
す
る
計
画
で
、
こ
の
９
月
議
会

に
用
地
取
得
議
案
を
上
程
す
る
予

定
で
す
。

　
本
年
６
月
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
（
※
）
で
建
築
設
計
業

者
を
決
定
。
本
年
度
内
に
基
本
設

計
、
実
施
設
計
の
完
成
を
目
指
し

て
お
り
、
新
火
葬
場
計
画
の
検
討

に
携
わ
っ
て
い
る
市
民
の
方
や
、

地
元
集
落
の
区
長
な
ど
か
ら
構
成

す
る
新
火
葬
場
整
備
等
審
査
委
員

会
（
糸
井
貢み

つ
ぐ

会
長
・
14
人
）
の
意

見
を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
配
置
計
画
や
建

物
平
面
計
画
は
、
８
月
時
点
で
の

原
案
で
す
。
最
終
案
に
つ
い
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　　

施
設
は
、
一
部
二
階
建
て
の
鉄

新
火
葬
場
の
建
設
設
計
を
始
め
て
い
ま
す

▲新火葬場の建設予定地
（峰山町赤坂小字麦ヶ谷）

市政トピックス	 P4
「日本一の砂浜海岸づくり実行推進会議」が発
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肉牛を育てる若手畜産農家

目　次
index

田村小児童が京丹後産茶で煎茶づくり／女子大
生が袖志棚田で農作業着ファッションショー　ほか
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新火葬場の建設設計を始めています

“きもの”のある風景

◎今月号の表紙のテーマ
　　若旦那衆の寄り合い
◎撮影場所・モデル
　　佐藤弘和さん（中央）、中西一

かず
登
と
さん（右）

　のご自宅で撮影しました。普段は、農業を
　されているお二人。撮影にご協力いただき
　ありがとうございました。

大江　健人さん（丹後町矢
や
畑
ばた
）

みんなの広場	 P18
京たんごスポーツ	 P20
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新火葬場の建設設計を開始しています

▲新火葬場の配置計画原案

※
市
の
事
業
目
的
に
合
っ
た
企
画
を
提

案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
企
画
・

提
案
の
最
も
良
い
者
を
選
ぶ
方
式

▲新火葬場の建物平面計画図案

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
。
最
新
鋭

の
人
体
炉
を
４
つ
、
胞え

衣な

炉
を
１

つ
備
え
て
い
ま
す
。
火
葬
炉
は
、

火
葬
時
間
が
従
来
よ
り
も
短
く
、

環
境
性
能
も
優
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
複
数
の
待
合
室

を
設
置
し
、
遠
方
か
ら
の
利
用
者

も
休
憩
し
や
す
い
設
計
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
２
室
の
お
別
れ

ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
た
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

整
備
等
審
査
委
員
会
の
意
見
を
参
考
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
予
定

環
境
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

間取り2炉ずつで個室化し、プ ラ
イバシーにも配慮した空間

地域医療の現場から	 P17
―The Healthy Life―
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環境・観光
「
日
本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
実
行
推
進
会
議
」
発
足

１
年
を
通
し
て
に
ぎ
わ
う
浜
辺
づ
く
り
へ

環境
「
水
を
つ
な
ぐ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
実
施

地
域
を
超
え
市
民
ら
一
斉
清
掃

保健

全
国
５
会
場
結
び
「
自
殺
総
合
対
策
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
立
場
を
超
え
た
協
力
で
自
殺
対
策
」
決
意
文
採
択

全国５会場をネット中継で結んで行われたフォーラム。写
真は中山市長が出席した近畿会場（京都市）

「
小
西
川
」
の
ご
み
を
拾
い
集
め
る
参
加
者
た

ち
（
市
役
所
周
辺
）

作成した「にじいろノート」

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
沿
い
を

中
心
に
町
の
一
斉
清
掃
を
行
う

「
水
を
つ
な
ぐ
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
が
９
月
15
日
、
市
内
全
域

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

河
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で

の
流
域
全
体
で
行
う
清
掃
活
動

に
よ
り
、森
、河
川
、海
を
維
持
、

再
生
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

環
境
基
本
計
画
推
進
委
員
会（
浅

田
武
夫
委
員
長
）
が
初
め
て
企

画
。
９
月
16
日
の
「
歴
史
街
道

丹
後
１
０
０
㌔
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

　

同
推
進
会
議
に
は
、
市
内
の

商
工
観
光
団
体
や
環
境
保
全
団

体
な
ど
30
団
体
が
参
加
。
総
会

に
先
立
ち
中
山
市
長
が
「
本
市

の
砂
浜
、
海
岸
線
の
素
晴
ら
し

さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
大

切
に
守
り
な
が
ら
市
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
中
山
市
長
が
会

長
に
選
出
さ
れ
、
参
与
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
ビ
ー
チ
文
化

振
興
協
会
」（
東
京
都
）
の
瀬せ

戸と

山や
ま

正し
ょ
う

二じ

理
事
長
が
就
任
。
規
約

の
承
認
や
役
員
の
選
出
の
ほ
か
、

事
業
計
画
と
し
て
、
環
境
保
全

や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
開
催
な

ど
の
利
活
用
、
魅
力
発
信
の
た

め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
つ
い
て
具

体
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
の
連
携
を
密
に
し
て
活
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
ま

し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
網
野
町
の
「
琴

引
浜
の
鳴
り
砂
を
守
る
会
」
の

松
尾
庸よ

う

介す
け

会
長
と
事
務
局
の
三

浦
到
さ
ん
が
、「
は
だ
し
で
歩
け

る
砂
浜
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と

　
京
丹
後
の
砂
浜
・
海
岸
の
環
境
保
全
と
市
の
活
性
化
の
た
め
の
利
活
用
を
図
る
こ
と

で
、
１
年
を
通
し
て
に
ぎ
わ
う
浜
辺
づ
く
り
を
目
指
す
「
日
本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り

実
行
推
進
会
議
」の
創
立
総
会
が
８
月
30
日
、網
野
町
の
ら・ぽ
ー
と
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　市はこのほど、発達障害な
どがある子どもやその家族へ
の継続的な支援の一つとして、
各支援機関と情報を共有する

「にじいろノート」を作成しま
した。このノートは、「相談の
たびに同じ話を繰り返し説明
しなければならない」「保健福
祉関係者や先生が変わると、
支援内容が変わってしまう」

などといった家族の悩みを少しでも解消できるように、一
貫した支援を行うことを目的に作りました。
　Ａ４判、綴じ込み形式。乳幼児期から成人期までを 28
段階に分け、プロフィールや成長過程、支援内容、医療
の記録などを保護者が記入。また、保育所や幼稚園、学校、
福祉サービス事業所などが記録するページも設けていま
す。配布された資料を貼り付けたり、必要な書類などを綴
じ込んだりすることもできます。
　ファイルは、支援を必要とする 18 歳以下の子どもを持
つ保護者に無償で配布。希望者には、10 月以降に各市民
局や障害者福祉課、健康推進課、市教育委員会事務局学
校教育課で配布するほか療育機関、府立与謝の海支援学
校、市内小中学校でも受け取
ることができます。

　
同
市
区
町
村
会
世
話
役（
幹
事
）

の
中
山
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
自

殺
問
題
に
つ
い
て
「
社
会
保
障
や

福
祉
を
論
ず
る
以
前
の
問
題
と
し

て
、
社
会
の
底
に
大
き
な
穴
が
破

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
、

近
畿
会
場
（
京
都
市
）
か
ら
全
国

に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
殺

対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
リ
ン

ク
」
の
清
水
康
之
代
表
が
、
新
・

自
殺
総
合
対
策
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
。最
後
に
参
加
者
ら
が「
一

人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
、
か
け
が

え
の
な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
『
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
』
を
実
現
す
る

た
め
、
立
場
を
超
え
て
協
力
し
、

自
殺
対
策
の
新
時
代
を
切
り
開

く
」
と
す
る
決
意
文
を
採
択
し
、

近
畿
会
場
に
出
席
し
た
柳

や
な
ぎ

澤さ
わ

光み
つ

美よ
し

経
済
産
業
副
大
臣
（
自
殺
対
策
を

題
し
活
動
報
告
。
琴
引
浜
に
お

け
る
浜
辺
を
守
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
紹
介
し

ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
全
て
の
浜
辺

に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、「
漂

着
ご
み
が
圧
倒
的
に
多
い
冬
季

の
対
策
が
必
要
」
と
強
調
。
海

岸
ご
み
の
回
収
と
処
分
方
法
の

確
立
に
向
け
て
、
地
元
住
民
が

ご
み
を
回
収
し
、
行
政
が
運
搬
、

処
分
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
必

要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
自
殺
の
な

い
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
会
」（
事

務
局
・
京
丹
後
市
）
と
「
自
殺

対
策
全
国
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
同
・
東
京
都
）
が
主
催
。
自
殺

対
策
に
取
り
組
む
約
１
５
０
の
自

治
体
や
関
係
機
関
の
担
当
者
が
参

加
し
、
京
都
と
東
京
や
札
幌
な
ど

全
国
５
会
場
を
ネ
ッ
ト
中
継
で
結

ん
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

30 団 体 が 参 加
環境保全と利活用

１
年
を
通
し
て
に
ぎ
わ
う
浜
辺
づ
く
り

を
目
指
し
、
環
境
保
全
と
活
性
化
の
た

め
の
利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
（
写
真
は
「
琴
引
浜
」）

「
日
本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
実
行
推

進
会
議
」
の
創
立
総
会
の
様
子
（
ら
・

ぽ
ー
と
で
）

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
の
９
月
10
日
、
政
府
が
８
月
に
閣
議

決
定
し
た
新
た
な
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
の
理
念
を
共
有
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
議

論
す
る
「
自
殺
総
合
対
策
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
が
、
全
国
５
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
す
る
議
員
有
志
の
会
会
長
）

に
中
山
市
長
が
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
地
域
の
課
題
や
取
り

組
み
の
紹
介
、
意
見
交
換
な
ど
が

各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

障害者福祉課
☎ 69‐0320

ソ
ン
」
を
前
に
、
市
民
に
呼
び

掛
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
、
弥
栄
町
の
水み

ず

辺べ

公
園
「
や
さ
か
野
」
で
行
わ
れ

た
開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
市

内
の
環
境
保
全
団
体
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
浅
田
委
員

長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
７
月
15
日

の
『
竹
野
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
』

に
併
せ
て
行
っ
た
河
川
ご
み
の

実
態
調
査
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
空
き
缶
、
廃
タ
イ
ヤ
、
鍋
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
が
大
量
に
川

に
流
れ
込
ん
で
い
る
実
態
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
を

超
え
て
流
域
全
体
で
考
え
る
べ

き
問
題
。
次
代
に
よ
り
よ
い
環

境
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
町
を
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
参
加
者
た
ち
は
、
竹

野
川
沿
い
や
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

周
辺
の
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し

た
。
一
斉
清
掃
は
、
こ
の
ほ
か

市
内
約
10
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

福祉
発達障害児などへの支援内容・記録を１冊に

「にじいろノート」作成
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公共交通
「
経
営
改
善
」「
安
全
安
心
」「
増
客
集
客
」
の
３
つ
の
対
策
を
柱
に

Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
改
善
へ 「
中
間
と
り
ま
と
め
」

北 部 地 域 総 合
公共交通検討会

まちづくり

６
市
民
局
に「
地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」を
配
置

地
域
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出

教育

大
宮
第
二
小
と
大
宮
第
三
小
を
来
年
４
月
に
再
配
置

新
学
校
名
は
「
大
宮
南
小
学
校
」

これまでの議論を踏まえ、中間とりまとめを行った「第５回北部地域総合公
共交通検討会」（福知山市）

中
な か む ら

村 　博
ひろし

 さん
（峰山市民局配置）

糸
い と

井
い

 嘉
よ し

彦
ひ こ

 さん
（大宮市民局配置）

福
ふ く

森
も り

 喜
き

八
は ち

 さん
（網野市民局配置）

　

市
は
、
地
域
の
特
性
や
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
地
域
自
治
活
動
な

ど
を
活
性
化
し
、
地
域
に
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、「
地
域

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」
を
９

月
３
日
か
ら
全
市
民
局
に
配
置

し
ま
し
た
。
任
期
は
来
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

　
推
進
員
は
、中
村
博
さ
ん
（
峰

山
町
富ふ

き

や
貴
屋
）、
糸
井
嘉
彦
さ
ん

（
大
宮
町
三
重
）、
福
森
喜
八
さ

ん
（
網
野
町
掛
津
）、
下
田
好
之

　

検
討
会
は
昨
年
４
月
に
発
足
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
、
京
都
、
兵
庫
両
府
県

や
沿
線
５
市
２
町
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
関
係
者
ら
で
議
論
を
重
ね

　
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）の
経
営
改
善
策
を
考
え
る「
北

部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会
」（
座
長
、
正
司
健
一
・
神
戸
大
教
授
）
の
５
回
目
の
会
合

が
９
月
11
日
、
福
知
山
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
沿
線
自
治
体
や
Ｋ
Ｔ
Ｒ
が
今
後
取
り
組
む

施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
が
提
案
さ
れ
、全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　「京丹後市エコエネルギー
センター」（弥栄町船

ふな

木
き

）で
生成された液体肥料（液肥）
を使った農作物のシンボル
マークが、このほど決まりま
した。
　市次世代農業プロジェクト
推進協議会では、資源循環型
農業を促進するため、液肥利
用の農作物を「環

わ

のちから」
と名付け、そのシンボルマー

クのデザインをこの８月に全国公募していました。７人から
計 11 点の応募があり、工藤和久さん（青森県弘

ひ ろ さ き

前市）のデ
ザインを最優秀作品に選び、シンボルマーク＝イラスト＝を
作成しました。
　作品のデザイン意図は、液肥の力で元気に育つ作物の笑顔
で「環のちから」を表現。赤は太陽、緑は大地と青葉、水色
は清流、黄は光と実りで豊かな自然に恵まれた京丹後市を明
快にイメージしたものです。
　市液肥利用者協議会（尾畑與

よ

市
いち

会長）では、「環のちから」
に認証した農作物にシンボルマークを付けることにより、「他
商品との差別化を図り有利販売につなげたい」としています。

　

両
校
で
は
、
交
流
学
習
な
ど

子
ど
も
同
士
の
交
流
を
深
め
る

取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｒ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
観
光
型
車

両
の
運
行
を
目
玉
に
観
光
客
の

誘
客
や
物
品
販
売
収
入
の
増
加

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
市
長
は
「
域
外
か
ら
お

客
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
在
り
方
も

重
要
で
あ
る
。
日
帰
り
が
可
能

に
な
る
午
前
９
時
台
の
特
急
ダ

イ
ヤ
の
導
入
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
力
体
制
が
不
可
欠
だ
」
と
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
２
校
の
再
配
置
は
、
市
の
「
学

校
再
配
置
基
本
計
画
」（
平
成
22

年
12
月
策
定
）
に
基
づ
く
も
の
。

今
年
６
月
に
地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る

「
大
宮
第
二
小
・
大
宮
第
三
小
学

校
づ
く
り
準
備
協
議
会
」（
事

務
局
、
市
教
委
）
が
設
置
さ
れ
、

校
名
を
は
じ
め
通
学
支
援
の
在

り
方
な
ど
新
た
な
学
校
づ
く
り

に
関
す
る
協
議
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
準
備
協
議
会
は
、

校
章
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
の
上
決

め
る
ほ
か
、
校
歌
、
校
旗
の
制

作
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

再
配
置
後
の
拠
点
校
と
な
る

大
宮
第
二
小
は
、
平
成
23
年
度

に
体
育
館
の
耐
震
化
を
終
え
て

お
り
、
現
在
は
給
食
棟
や
管
理

棟
、
教
室
棟
の
耐
震
化
や
児
童

用
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

下
し も

田
だ

 好
よ し

之
ゆ き

 さん
（丹後市民局配置）

酒
さ か

井
い

 良
よ し

則
の り

 さん
（久美浜市民局配置）

西
に し

村
む ら

 格
か く

朗
お

 さん
（弥栄市民局配置）

さ
ん
（
丹
後
町
間た

い
ざ人
）、
西
村
格

朗
さ
ん
（
弥
栄
町
和
田
野
）、
酒

井
良
則
さ
ん
（
久
美
浜
町
湊
宮
）

の
６
人
。
そ
れ
ぞ
れ
配
置
先
の

市
民
局
が
管
轄
す
る
区
域
に
お

い
て
、
市
民
局
と
一
緒
に
地
域

の
に
ぎ
わ
い
創
り
の
事
務
に
当

た
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
６
月
か
ら
大
宮

町
と
久
美
浜
町
で
モ
デ
ル
実
施

し
て
い
た
「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
」
は
、
本
制
度
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

　
「
京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
案
が
、
９
月
定
例
市
議
会
本
会

議
初
日
の
９
月
３
日
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
町
の
大
宮
第
二
小
と
大
宮
第
三
小
の
２

校
は
、「
大
宮
南
小
学
校
」
と
し
て
来
年
４
月
１
日
に
再
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市立学校条例の
一部改正案可決

宿
泊
体
験
学
習
で
、
交
流
夕
食
を
楽
し
む
大
宮

第
二
小
、大
宮
第
三
小
の
５
年
生
。
宮
津
市
の「
府

立
丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園
」
で

工藤さんの作品を採用し
作成したシンボルマーク

て
き
ま
し
た
。と
り
ま
と
め
で
は
、

「
愛
さ
れ
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
へ
。
乗
っ
て

守
る
・
来
て
も
ら
っ
て
守
る
」
を

改
革
の
基
本
理
念
に
掲
げ
、
経

営
改
善
▽
安
全
安
心
▽
増
客
集

客
の
３
つ
の
対
策
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

経
営
改
善
対
策
で
は
、
福
知

山
市
の
本
社
機
能
を
宮
津
市
の

運
行
本
部
へ
移
転
す
る
こ
と
や

人
件
費
な
ど
の
経
費
削
減
に
よ

り
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
と

保
有
資
産
を
分
け
る
上
下
分
離

方
式
の
導
入
を
検
討
し
、
車
両

や
線
路
な
ど
の
保
有
を
Ｋ
Ｔ
Ｒ

と
沿
線
自
治
体
が
ど
う
分
担
し

合
う
か
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

安
全
安
心
対
策
で
は
、
安
全

と
車
両
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
に

よ
る
快
適
な
運
行
の
確
保
を
図

り
、
増
客
集
客
対
策
で
は
、
Ｋ

環境バイオマス推進課
☎ 69‐0480

環境
液肥利用農作物「環

わ

のちから」

シンボルマーク決まる
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区　　分 H23 決算 （参　考）
H22 決算 H21 決算

収　入 337.8 338.1 362.4
うち市税 51.3 52.4 55.7
うち市債 40.6 47.5 53.8

支　出 331.1 329.3 352.4
うち扶助費 46.7 44.2 35.5
差　　引 6.7 8.8 10.0

翌年度繰越財源 0.9 1.1 2.6
実質収支 5.8 7.7 7.4
基金残高 60.3 52.2 40.5
市債残高 411.2 419.1 418.4

全会計 817.2 828.7 822.6
実質公債費比率 15.7 16.1 16.5
将来負担比率 110.2 122.7 152.1

 財政課（☎ 69-0160）10

シリーズ
　
本
市
の
平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
決
算
の
状
況
（
速
報
値
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
（
表
）。
収
入

は
３
３
７
億
８
千
万
円
、
支
出
は

３
３
１
億
１
千
万
円
で
、
差
し
引

き
６
億
７
千
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

へ
繰
り
越
す
事
業
財
源
９
千
万

円
を
除
い
た
実
質
収
支
で
も

５
億
８
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
度
と
比
較
し

て
１
億
９
千
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
収
入
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と

な
っ
た
も
の
の
、
市
税
は
前
年
度

比
２・
１
㌫
の
減
の
51
億
３
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
の
柱
で

あ
る
市
税
収
入
が
年
々
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
支
出
で
は
生
活
保

護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
扶
助
費

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
支
出

の
総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
億
８
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
末
の
基
金
（
貯
金
）

残
高
は
60
億
３
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
末
よ
り
８
億
１
千
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
普
通

交
付
税
の
合
併
算
定
替
額
（
平
成

23
年
度
は
約
31
億
円
）
が
平
成
27

年
度
以
降
か
ら
縮
減
さ
れ
る
こ
と

に
備
え
た
「
合
併
特
例
措
置
逓て

い
げ
ん減

対
策
準
備
基
金
」
と
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
「
地
域
振
興
基
金
」

に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
円
を
積
み
立
て

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
の
借
金
に
当
た
る
市
債

の
平
成
23
年
度
末
残
高
は

４
１
１
億
２
千
万
円
で
、
平
成
22

年
度
末
よ
り
７
億
９
千
万
円
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
借

金
の
抑
制
と
次
年
度
以
降
に
返
済

す
る
借
金
の
一
部
を
繰
上
げ
償
還

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
特

別
会
計
や
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

全
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
11
億
５
千
万
円
少

な
い
８
１
７
億
２
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
基
金
や
市
債
の
残
高
は
今
後
の

財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
市
で
は
積
極
的
な
基
金
の
積

み
増
し
と
市
債
残
高
の
減
少
に
向

け
て
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

 「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」（
健
全
化
法
）

に
基
づ
く
全
会
計
を
対
象
と
し
た

財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
４
つ
の

指
標
は
、
平
成
23
年
度
に
つ
い
て

も
適
正
と
さ
れ
る
範
囲
内
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
収
入
に
対
す
る
借

金
返
済
額
の
割
合
を
示
す
「
実
質

公
債
費
比
率
」
は
15
・
７
㌫
（
国

の
健
全
化
基
準
25
・
０
㌫
）
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
０・
４
㌽
改
善
。

ま
た
将
来
負
担
す
べ
き
負
債
の
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
す
「
将

来
負
担
比
率
」は
１
１
０・２
㌫（
同

３
５
０
㌫
）
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

12
・
５
㌽
好
転
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　

複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

の
増
大
に
加
え
、
高
齢
化
の
進
行

な
ど
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
補
助
金
等
に
関
す
る

基
本
方
針
」
と
「
公
共
施
設
の
見

直
し
方
針
」
を
策
定
し
、
一
層
の
支

出
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
限
り
あ
る
貴
重
な
財
源

を
有
効
に
活
用
し
た
行
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。（
11
㌻
に
関

連
記
事
）

　

※
平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
本

紙
11
月
号
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

平成 23年度一般会計決算の概要（速報値）

ガイド

台 

京
わ が ま ち
丹後市の

台 

所
事
情

問
小
中
一
貫
教
育
で
は
、

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
す
の
で
す
か
。

答
本
市
が
目
指
す
小
中
一

貫
教
育
は
、
就
学
前
か

ら
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し

て
、
全
て
の
子
ど
も
に
「
確

か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健

康
・
体
力
」
を
確
実
に
身
に

付
け
さ
せ
、〝
生
き
る
力
〟
を

育
て
る
教
育
活
動
を
行
う
も

の
で
す
。
各
中
学
校
区
で
は
、

こ
の「
目
指
す
子
ど
も
像
」（
左

図
）
を
下
に
、
特
色
や
課
題

に
応
じ
た
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ

設
定
し
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
小
中
一
貫
教
育
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

答
10
年
間
に
わ
た
る
一
貫

し
た
教
育
課
程
（
学
校

の
教
育
計
画
）
に
よ
り
、
長

い
目
で
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
育
ち
を
見
守
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
。

　
　

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中

学
校
の
先
生
が
、
相
互
に
理

解
し
共
通
認
識
を
持
っ
て
子

ど
も
の
学
力
育
成
や
心
の
変

化
に
対
応
で
き
る
環
境
が
よ

り
一
層
整
う
こ
と
で
、
就
学
、

進
学
へ
の
不
安
や
学
習
の
つ

ま
ず
き
、
問
題
行
動
、
不
登

校
な
ど
の
解
消
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
　

ま
た
、
学
校
や
校
種
を
超

え
た
多
様
な
交
流
活
動
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心

や
規
範
意
識
、
社
会
性
な
ど

の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。

問
小
中
一
貫
教
育
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

答
小
中
学
校
な
ど
が
連
携

し
て
子
ど
も
た
ち
に
確

か
な
力
を
付
け
る
取
り
組
み

で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
大
き
な
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
子
ど
も
同
士
の
交

流
活
動
や
教
職
員
の
連
携
指

導
な
ど
の
回
数
は
、
各
中
学

校
区
の
学
校
数
や
学
校
間
の

距
離
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
小
中
一
貫
教
育
に
な
る

と
、
小
学
校
の
卒
業
式

や
中
学
校
の
入
学
式
は
な
く

な
る
の
で
す
か
。

答
本
市
の
小
中
一
貫
教
育

は
、
小
中
学
校
の
学
校

制
度
を
変
え
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
小
学
校
の
卒
業
式

や
中
学
校
の
入
学
式
は
こ
れ

ま
で
通
り
実
施
し
ま
す
。

問
保
育
所
・
幼
稚
園
と
小

学
校
と
の
関
係
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

答
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
子

つながりの中に学びを育む
　京丹後市の将来を担う子どもたちの健やかな成長を育むためには、時代に的確に対
応した教育環境を整えることが重要です。市教育委員会では、「小中一貫教育」の実現
を柱とする「学校教育改革構想」の策定に取り組んでいます。今回は、小中一貫教育
の具体的な実践内容について、Q ＆ A でお知らせします。

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に本
市
の
小
中
学
校
な
ど
の
教
職
員

４
６
０
人
が
参
加
し
た
「
京
丹
後
市
小

中
一
貫
教
育
研
修
会
」
の
様
子
（
府
丹

後
文
化
会
館
で
）

　

小
中
一
貫
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
所
、
小
中
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
・
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
教
職
員
の
合
同
研
修
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

④

　

市
教
育
委
員
会
は
８
月
22
日
、

「
京
丹
後
市
小
中
一
貫
教
育
研
修

会
」
を
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰

山
町
）
で
開
き
ま
し
た
。
市
内
の

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
教
職
員
４
６
０
人
が
、
本
市

が
目
指
す
小
中
一
貫
教
育
の
実

践
内
容
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
米
田
教
育
長
は
「
小
中
一
貫
教

育
の
実
施
に
よ
り
、
本
市
の
子

ど
も
た
ち
が
力
を
確
実
に
身
に

付
け
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
登
校

で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者

た
ち
は
、
市
教
育
委
員
会
の
職
員

か
ら
小
中
一
貫
教
育
の
実
践
内
容

の
説
明
を
受
け
た
後
、
京
丹
後
市

小
中
一
貫
教
育
研
究
推
進
協
議

会
委
員
の
高た

か
の
り乗

秀
明
さ
ん
（
京
都

教
育
大
副
学
長
）
の
講
演
に
熱
心

に
聴
き
入
り
、
全
国
各
地
の
取
り

組
み
や
そ
の
成
果
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
に
ス

ム
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
学
び
や
発
達

の
連
続
性
を
大
切
に
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
な

ど
、
保
育
所
・
幼
稚
園
と
小

学
校
と
の
結
び
付
き
を
強
化

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

問
小
中
一
貫
教
育
は
、
他
で

は
ど
の
地
域
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

答
平
成
23
年
の
文
部
科
学

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
全

国
の
市
区
町
村
教
育
委
員
会

の
72
・
４
㌫
が
、
小
中
連
携

の
計
画
策
定
や
小
中
９
年
間

を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
ぼ
全
て
（
96
㌫
）
が
生

徒
指
導
や
学
習
指
導
な
ど
で

成
果
が
認
め
ら
れ
た
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　
　

京
都
府
内
で
は
、
現
在
京

都
市
と
宇
治
市
の
全
て
の
小

中
学
校
が
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
次
号
で
は
、
具
体
的
な
教
育
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市 内 で 進 む
幼・保・小・中連携

基礎・基本を確実に身に付け、質の
高い学力を持った子ども

規範意識を持ち、
豊かな人間関係を築く子ども

自分を高め続ける
たくましい心と体に満ちた子ども

「将来に夢と希望を持って生き生き
と学ぶことのできる子ども」

小中一貫教育で目指す子ども像

引
き
続
き
黒
字
を
確
保

基
金
は
増
加
し
市
債
は
減
少

平成 23年度一般会計決算（速報）

（単位：億円、％）

財
政
健
全
化
４
指
標
は

引
き
続
き
適
正
範
囲
内

一
層
の
支
出
抑
制
と

財
源
の
有
効
活
用
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ガイド

　
「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」（Re-Style

）
と
は
、

平
成
14
年
版
循
環
型
社
会
白
書
で
国
が
唱

え
た
廃
棄
物
削
減
の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
Ｒ
ｅ
を
推

進
す
る
生
活
様
式
の
こ
と
。
本
市
で
は
、

こ
の
３
Ｒ
の
考
え
に
、
不
必
要
な
も
の
は

購
入
し
な
い
、
利
用
し
な
い
（
発
生
さ
せ

な
い
）
と
い
う
立
場
を
と
る
「
リ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
考
え
方
を
加
え
て
４
Ｒ
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
リ
ユ
ー
ス
」。
使

用
し
た
製
品
を
そ
の
ま
ま
、
も
し
く
は
部

分
的
に
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み

の
発
生
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
抑

え
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
気
持
ち
が
大
切

　
「
大
量
消
費
社
会
」
と
呼
ば
れ
る
現
代

に
お
い
て
、
再
利
用
す
る
に
は
手
間
が
掛

か
り
、
ま
た
再
利
用
す
る
こ
と
自
体
が
難

し
い
物
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
リ
ユ
ー

ス
が
進
み
に
く
く
な
っ
て
ま
す
。

　
資
源
が
乏
し
い
日
本
で
は
、
昔
か
ら
物

を
大
切
に
し
て
最
後
ま
で
使
い
切
る
と
い

う
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

資
源
を
再
利
用
す
る
職
業
が
多
く
あ
り
、

物
は
修
理
・
修
繕
し
て
何
度
も
使
う
こ
と

が
当
た
り
前
で
し
た
。

　
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
物
を
大

量
に
「
作
る
→
使
う
→
捨
て
る
」
と
い
っ

た
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
か
ら
、
物

を
大
切
に
何
度
も
再
使
用
す
る
循
環
型
社

会
に
移
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
当
た
り
前
だ
っ
た
「
も
っ

た
い
な
い
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、

資
源
や
美
し
い
自
然
を
未
来
に
残
し
ま

し
ょ
う
。　

　
リ
ユ
ー
ス
を
取
り
入
れ
た
生
活
ス
タ
イ

ル
を

　
リ
ユ
ー
ス
の
例
と
し
て
は
、
ビ
ー
ル
や

酒
の
ビ
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
」
は
、
洗
浄
す

る
こ
と
で
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
提
携
店
に
持
っ
て
行
け
ば
、

ビ
ン
の
保
証
金
（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
）
が
戻
っ

て
く
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
服
や
使

わ
な
く
な
っ
た
物
を
人
に
譲
っ
た
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
リ
ユ
ー
ス

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

☎
６
９
‐
０
４
８
０

　
丹
後
が
誇
る
自
然
の
美
し
さ
は
、私
た
ち
市
民
の
「
宝
」
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
こ
の
美
し
い
姿
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
美
し
い
丹
後
の

自
然
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」
で
環
境
を
意
識
し
た
生

活
様
式
に
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
リ
・
ス
タ
イ
ル
」
で

エ
コ
な
暮
ら
し
を

松ま
つ

尾お 

省し
ょ
う

二じ

さ
ん
（
網
野
町
掛
津
）

　
「
壊
れ

て
も
ま

だ
使
え

る
物
は

で
き
る

限
り
修

理
し
て
使
う
」
―
。
こ
れ
は
、私
に
と
っ

て
子
ど
も
の
頃
か
ら
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
で
し
た
。
今
も
私
は
、
自
分
で
服

を
繕
っ
た
り
靴
を
修
理
し
た
り
し
て
、

長
く
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私

エ
コ
ス
タ
イ
ル

の

　「補助金等に関する基本方針」は、
補助金制度などを創設する場合や
廃止する場合の統一基準を定め、同
方針に沿って検討することで、適切
な運用の確保と支出の抑制を図るも
の。また、「公共施設の見直し方針」
は、施設分類ごとに既存施設の「廃
止」「統合」「移譲」など今後の方向
性を定め、公共施設を抜本的に見直
すことで、効率的・効果的な施設運
営を目指す内容としています。
　本市の普通交付税は合併特例に
よる加算額が平成 27 年度から５年
間で段階的に縮減され、大幅な収入
の減少が見込まれることから、財政
状況は一層厳しさを増すことが予想
されます。このため市では、行財政
改革や財政の健全化に全力で取り組
み、人件費や物件費などの内部管理
経費を中心に支出を抑える一方で、
合併特例措置逓

て い げ ん

減対策準備基金を
積み立てるなど将来を見据えた財政
運営に努めています。
　しかしながら、収入の大幅な増加
も見込めない中で、将来にわたって
市民の皆さんに安定的・継続的に
行政サービスを提供していくために
は、これまで以上に支出を削減する
ことは避けて通れず、補助金と公共
施設について、その在り方を抜本的
に見直すこととしたものです。
　両方針の概要は次のとおりです。
「補助金等に関する基本方針」
【対象】

市の裁量で見直しができる補助金、
交付金、利子補給金とします

【主な内容】
団体の運営経費に対する助成は原

施設分類ごとの見直しの方向性
施 設 区 分 見 直 し の 方 向 性

１. ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・
　　ｽﾎﾟｰﾂ施設

社会体育施設 老朽化施設は「廃止」を検討
都市公園・公園 管理形態の見直し

２. 産業振興施設

農林水産施設 利用状況から「廃止」「移譲」「用途変更」を検討
商工施設 利用状況から「廃止」「移譲」「用途変更」を検討

観光施設 民間事業類似施設は「移譲」を検討
利用状況から「廃止」「用途変更」を検討

３. 集会施設 集会施設 利用状況から「移譲」を検討

４. 文教施設

公民館 老朽化施設などは「機能移転」を検討
利用状況から「移譲」を検討

図書館 公民館と併せて「機能移転」を検討

歴史・文化施設 利用状況から「機能移転」を検討
「統合」による資料の集中管理を検討

生涯学習施設 利用状況から「移譲」を検討

５. 医療・
社会福祉施設

診療所 老朽化施設は「機能移転」を検討
介護・老人福祉施設 利用状況から「廃止」「統合」「移譲」を検討

保健施設 利用状況から「統合」「用途変更」を検討
「機能移転」による他施設との複合化を検討

子育て支援施設 「機能移転」による効率的・効果的な運営を検討
利用状況から「移譲」を検討

６. 交通関連施設 駅舎 管理形態の見直し
駐車場 利用状況から「廃止」「移譲」を検討

７. その他施設 ・ｴｺｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
・定住促進住宅 より効率的・効果的な運営などに向けて検討

　市はこのほど、補助金の在り方を見直す「補助金等に関する基本方針」
と市有施設の管理運営方法を見直す「公共施設の見直し方針」を策定
しました。今後市民の皆さんの意見を聞くなどして、個別の補助金や
公共施設の見直しを検討していくこととしています。

則廃止し、事業を行うための経費
を助成対象とします
補助金などの効果（成果）を明確
にします
助成率の上限は原則として対象額
の 3 分の２とします
補助金などの助成制度に３～５年
の終期を設けます
原則として税・料滞納者に対する
交付制限を実施します

「公共施設の見直し方針」
【対象とする施設】

観光施設、集会施設など広く一般
に市民が利用する施設とします。
ただし、個別の見直し計画などが
ある学校、保育所、幼稚園、公営
住宅、病院および道路は除きます

【施設分類ごとの見直しの方向性】
おおむね下表の方向性により総合
的に判断します

歳出抑制のための新たな指針
「補助金等に関する基本方針」「公共施設の見直し方針」を策定

＜用語説明＞
・「廃止」… 当該施設での行政サービスの提供を廃止するもの
・「統合」… 公共施設間で類似の行政サービスを提供している施設を統合するもの
・「移譲」… 当該施設を民間または地域などへ譲渡（有償または無償）するもの
・「用途変更」… 当該施設の設置目的を他の目的に変更するもの
・「機能移転」… 当該施設の機能を他の施設に移すもの
・「管理形態の見直し」… 運営に関する事務の委託や指定管理者制度の導入など、より効率
　　　　　　                 的・ 効果的な管理運営方法に見直すもの

普通交付税合併特例加算額の縮減に対応

行財政改革推進課
☎６９‐０05０

※全ての施設で「管理形態の見直し」「使用料の見直し」「減免規定などの見直し」も行います。

の
取
り
組
み
で
す
。
可
能
な
も
の
は
修

理
・
修
繕
し
て
物
を
大
切
に
長
く
使
う

と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
ご
み
の
発

生
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
リ
ユ
ー
ス
を
取
り
入
れ
た

生
活
ス
タ
イ
ル
に
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
修
理
に
出
す
ま
で
も
な
い
け
ど
、
直

せ
る
か
も
」
っ
て
い
う
機
械
は
、
部
品

を
手
配
し
て
自
分
で
修
理
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
仕
組
み
が
分
か
っ
て
結
構

楽
し
い
も
の
で
す
。

　

服
は
よ
く
古
着
屋
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
購
入
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
物
が
あ
っ
て
楽
し
め
る
こ
と
が
魅

力
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
、
資
源
や
自
然
の
よ
う
に
使

い
切
っ
て
は
駄
目
な
も
の
と
、
加
工
品

の
よ
う
に
上
手
に
使
い
切
る
物
と
を
整

理
し
ま
し
ょ
う
。
物
は
上
手
に
使
っ
て
、

上
手
に
捨
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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ガイド

年　度 被保険者数 受診件数 受診日数 医療費総額 一件当たり
医　療　費

一人当たり
医　療　費

　 人 件 日 千円 円 円

20 年度 21,220 186,981 347,336 5,243,874 28,045 247,119 
21 年度 20,914 188,010 345,393 5,501,707 29,263 263,063 
22 年度 20,240 186,298 336,214 5,557,763 29,833 274,593 
23 年度 19,523 184,909 329,280 5,577,625 30,164 285,695 

年齢階層（歳） 0 ～ 9 10 ～ 19 20 ～ 29 30 ～ 39 40 ～ 49 50 ～ 59 60 ～ 69 70 ～ 74
一人当たり医療費（円） 136,922 71,109 70,193 119,288 189,935 242,168 330,892 418,078 

疾 病 分 類 項 目 受診件数の
順 位

一人当たりの
医 療 費 順 位

受診件数
（件）

受診日数
（日）

医療費総額
（千円）

一人当たりの
医 療 費（ 円 ）

損傷、中毒およびその他の外因の影響（骨折、捻挫など ) 1 1 27,165 61,386 855,680 43,955 
循環器系の疾患 2 2 26,951 45,831 817,521 41,995 
消化器系の疾患 3 4 22,767 48,804 498,726 25,619 
内分泌、栄養および代謝疾患 4 5 15,732 27,892 458,157 23,535 
呼吸器系の疾患 5 8 11,665 17,983 198,732 10,209 
筋骨格系および結合組織の疾患（関節炎など） 6 6 11,012 27,350 372,705 19,145 
眼および付属器の疾患 7 11 8,191 11,683 151,059 7,760 
新生物（がんなど） 8 3 5,625 15,890 553,007 28,407 
皮膚および皮下組織の疾患 9 14 4,623 6,874 45,626 2,344 
精神および行動の障害 10 7 4,461 21,095 229,806 11,805 
感染症および寄生虫症 11 12 3,724 8,651 115,558 5,936 
神経系の疾患 12 10 3,561 9,870 164,819 8,467 
腎尿路生殖器系の疾患 13 9 3,490 9,197 190,329 9,777 
症状、徴候および異常臨床所見・

　　　異常検査所見で他に分類されないもの 14 13 1,437 3,146 50,775 2,608 
その他 - - 2,224 4,031 55,609 2,857 

合    　　 計 　 　 152,628 319,683 4,758,109 244,419 

医
療
費
は
増
加
傾
向

　
表
１
は
、
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
医
療
費
な
ど
の

推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。「
医
療
費
の
総

額
」「
一
件
当
た
り
の
医
療
費
」「
一
人
当

た
り
の
医
療
費
」
が
、
い
ず
れ
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
自
然
増
の
要
因
は
、
一
般
的

に「
人
口
の
増
加
」「
高
齢
化
の
進
展
」「
疾

病
構
造
の
変
化
」「
医
学
、
医
療
技
術
の

進
歩
」
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
医
療
費
が
増
加

し
て
い
る
要
因
を
検
証
し
て
み
ま
す
。

医
学
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
慢
性
病
へ
の

変
化
が
主
な
要
因
に

　
「
人
口
の
増
加
」
に
関
し
て
は
、
被
保

険
者
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
該
当

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
被
保
険
者
数
に
対

す
る
年
齢
階
層
別
の
被
保
険
者
数
の
割

合
は
各
年
度
と
も
大
き
な
変
化
が
な
い
の

で
、「
高
齢
化
の
進
展
」
に
つ
い
て
も
要

因
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
主
た
る
医
療
の
対
象
が
、
急

性
疾
患
か
ら
長
期
の
療
養
を
要
す
る
が
ん

や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

と
い
わ
れ
る
慢
性
的
な
病
気
へ
と
変
化
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
「
疾
病
構
造
の
変
化
」

や
、
医
学
の
進
歩
に
よ
る
新
し
い
医
療
技

術
や
検
査
、
新
薬
の
使
用
な
ど
の
「
医
学
、

医
療
技
術
の
進
歩
」
が
、
医
療
費
を
押
し

上
げ
る
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　世界保健機関（WHO）によって公表された「疾病及
び関連保健問題の国際統計分類」によると、疾病は 19 項
目に分類されます。下表は、京丹後市国民健康保険にお
ける平成 23 年度の疾病分類項目別の状況です。上位 14
位までを示しています。
　骨折や捻挫などの「損傷、中毒およびその他の外因の
影響」や高血圧性疾患などの「循環器系の疾患」、歯周病
や胃炎などの「消化器系の疾患」、糖尿病などの「内分泌、

栄養および代謝疾患」、がんなどの「新生物」など、生活
習慣病の多くが上位を占めています。
　そのうち「損傷、中毒およびその他の外因の影響」「循
環器系の疾患」については、「受診件数」「一人当たりの
医療費」の順位に変化はありません。がんなどの「新生
物」については、受診件数の順位は 8 位ですが、治療に
多額の費用を要することから、一人当たりの医療費順位は
3 位に上昇しています。

京丹後市国民健康保険 　医療費の状況
京丹後市国民健康保険 疾病の状況

　平成 23 年度の京丹後市国民健康保険の医療費の状況がまとまりました。京丹後市国
民健康保険では、医療費の総額が年々増加しています。被保険者数は年々減少してい
るものの、一方で一人当たりの医療費は年々増加し、医療費の総額を押し上げています。

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
年
を
取
る
に

つ
れ
て
高
く
な
る

　
表
２
は
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
平
成
24

年
２
月
診
療
分
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費

を
、
年
齢
階
層
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
年
を
取
る

に
つ
れ
て
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
な

ど
の
慢
性
的
な
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
る
た
め
で
す
。
一
方
で
若
年
層
（
０
～

９
歳
）
で
も
、
風
邪
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
呼

吸
器
系
の
病
気
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
◆

　
京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定

健
診
や
各
種
ド
ッ
ク
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
効
利
用
や
食
生
活

の
改
善
、
適
度
な
運
動
が
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

健
康
へ
の
意
識
を
持
ち
、
健
康
の
維
持
、

増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　下のグラフは、年齢階層別にみた疾病別（上位 5 位）
の一人当たりの医療費の状況を示しています。各疾病とも

特に中高年齢層から医療費の増加が顕著になっています。

※ 数値は、歯科を含む入院・入院外の合計

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

国保だより
きょうたんご

（参考資料：京都府国民健康保険団体連合会医統５号）

※被保険者数は平均被保険者
数。また件数は、被保険者が
受診した医療機関などの総数

（療養費・移送費は除く）
※各年度の数値は、3 月～翌年

2 月診療分

【表２】年齢階層別の一人当たりの医療費の状況（平成 23 年 3 月～平成 24 年 2 月診療分）

【表１】京丹後市国保加入者の医療費などの年度別推移

参考 DATA

疾病分類項目別の状況（平成 23 年度）

年齢階層別にみた疾病別一人当たりの医療費の状況（平成 23 年度）
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大宮町の河
こう

辺
べ

公民館で 9 月 11 日、「河
辺歌う会」が開かれました。「好きな歌を
楽しみ元気になろう」と区内の女性など
14 人が参加しました。

メンバーらは自己紹介の後、早速アカペ
ラで市歌を歌いました。その後、「小さい
秋見つけた」「荒

こう

城
じょう

の月」「この道」など
の名曲を楽しみ、一曲歌い終えるごとに、

「いい歌だねぇ」「懐かしいねぇ」という
それぞれの思いを口にしていました。

メンバーのひとり吉田太
た

津
つ

子
こ

さん（大
宮町河辺）は、「 唱

しょう

歌
か

は幼い頃の情景を
思い出す。昔を懐かしみ、感動できる」
とコメント。

静かな夜、女性の透き通った歌声が会
場内を包み込んでいました。

同会の立ち上げに協力した河辺公民館
長の水野孝

たか

典
のり

さんは、「気軽に歌える場所
があればという区民の声がきっかけ。活
動を通して交流が深まれば」と話してい
ました。毎月第 2 火曜日に開催。

　黒部小（弥栄町）で 9 月 3 日から３日間、「夏休みの
作品展」が開かれ、校内の多目的室に児童たちの力作
が並びました。
　お父さんが仕事で操縦するパワーショベルの模型や、
ページをめくると仕掛けが飛び出す絵本など、全校児
童 57 人の作品がずらり。天体望遠鏡を作った木村力

り 　 き

輝
君（５年）は、「宇宙が好きなので、どんな星があるの
か見てみたくなりラップの筒で作りました。星は見え
なかったけど、遠くの景色が近くに見えました」と話
していました。
　５日には、同校の参観日があり、多くの保護者が来場。
子どもたちの作品を熱心に鑑賞していました。

　田村小（久美浜町）の 5、6 年生 14
人が 9 月 12 日、京丹後産の茶葉を使っ
た釜

かま

炒
い

り風の煎
せん

茶
ちゃ

作りに挑戦しました。
　京丹後産のお茶に親しんでもらおうと
催されたもので、府丹後農業改良普及セ
ンターの職員らが講師を務めました。
　この日児童たちは、蒸した新

しん

芽
め

を乾燥
させて、お茶を淹

い

れるまでの工程を体験。
新芽をもんだりホットプレートを使って
乾かしたりしながら、茶葉の形状の変化
を観察し、少しずつ変わっていく茶葉の
香りを楽しんでいました。
　約１時間かけて作りあげた煎茶は、全
員で試飲。松川尚

なお

生
き

君（６年）は、「少し
苦かったけど、香ばしくておいしかった。
お茶が好きな人は多いと思うので、たく
さんの人に地元のお茶を飲んでもらいた
い」と話していました。

　丹後町袖
そで

志
し

の棚田で 9 月15 日、農作業着のファッショ
ンショー「棚田ガールズコレクション」があり、都市部の
女子大生などが棚田に似合う農作業スタイルを披露しまし
た。棚田の保全活動に取り組む「袖志棚田保存会」（平井
貞
さだ

雄
お

会長）が主催し、この日、総勢約140 人で行われた
稲刈り（約12㌶）の合間に開催されました。
　モデルとなった８人はもんぺなどをおしゃれに着こなし、
喝采を浴びながら農道を歩きました。初代「棚

たな

ガール」に
選ばれた大阪府岸和田市の池田仁美さん（26）は「大好
きな袖志を盛り上げていきたい」と話していました。

　峰山町のなかよし保育所で 8 月 31
日、「おばけやしき大会」が開かれ、園児
１５０人が“お化け”の怖さを体感しま
した。5 歳児が手作りの着ぐるみを身に
まとい「カッパ」や「ろくろ首」、「大

おお
入

にゅう

道
どう

」などに変身。薄暗い場内は、お化け
ネコや口裂け女などが描かれ、怖さを演
出していました。2 歳児はグループに分
かれ、３歳児と 4 歳児はペアを組み、途
中お化けに出

で
遭
あ

いながらも、互いの手を
しっかりと握り、恐る恐る進みました。
　関門のお墓参りをする頃には、背筋を丸めて怯

おび
えた

り、泣いたりする園児もいましたが、最後のお化けト
ンネルを抜けた後は笑顔に戻っていました。
　この後、5 歳児にも怖さを体験してもらおうと保育
士がお化けに扮

ふん
装
そう

。猛暑が続く中、園児は肝を冷やし、
少しの間暑さを忘れていました。

　真夏の太陽が照りつける中、網野町の
八
はっ

丁
ちょう

浜
はま

海水浴場で 9 月 2 日、「知的障が
い児のためのボランティアサーフィンス
クール」が開催されました。
　この催しは、「障がいのある子どもたち
がサーフィンを通じて海の素晴らしさや
エネルギーを感じてもらい幸せな気持ち
になってほしい」と、O

オ ー シ ャ ン ズ

cean's L
ラ ブ

ove（ア
ンジェラ・マキ代表）が企画。市内の関
係者に呼び掛けて昨年に引き続き実施し
ました。
　NPO 法人「丹後の自閉症児を育てる
会」（岩

いわ

渕
ぶち

祐
ひろ

子
こ

代表）の子どもたちや地
域の障がいのある子どもたちに加え、そ
の家族、ボランティアなど 150 人が参加。
子どもたちは、浜辺でサーフボードの乗
り方やバランスの取り方などの指導を受
けた後、ボランティアなどに寄り添われ
ながらサーフィンを体験しました。
　この日子どもたちは、サーフィンの他、
ボランティアと一緒に写真立てを作った
り、スイカ割りやバーベキューをしたり
して、楽しいひとときを過ごしました。
　岩渕代表は、「サーフィンには子どもた
ちの積極性や笑顔を引き出す不思議な力
がある」と話していました。

▲満面の笑みを浮かべサーフィンを楽しむ子どもたち

▶
子
ど
も
と
一
緒
に
夏
休
み
の
作
品
を
鑑

賞
す
る
保
護
者
た
ち

▲しっかりと手を握り前を進む園児

▲葉の中の水分を出すために茶葉をこねる児童

▲歌詞を手に懐かしの唱歌を歌うメンバー

▶
農
作
業
着
を
見
事
に
着
こ
な
し
、
観
客
か
ら
喝
采
を
浴
び
る

「
棚
田
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
モ
デ
ル
た
ち

　

河
辺
区
民
「
歌
う
会
」
で
交
流

な
か
よ
し
保
育
所
で
肝
試
し

大学生ら“棚田スタイル”を披露
袖志の棚田で農作業着ファッションショー

仕掛け絵本や天体望遠鏡も
黒部小で夏休みの作品展開催

峰 山 町

大 宮 町

9月3～5日
弥 栄 町

9月11日

9月15日
丹 後 町

〝
お
化
け
”
に
背
筋
ゾ
ク
ッ

メ
ン
バ
ー
ら
唱
歌
で
昔
懐
か
し
む

自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
サ
ー
フ
ィ
ン
を
体
験

八
丁
浜
の
海
に
〝
笑
顔
”
の
波
9月2日
網 野 町

京
丹
後
産
茶「
香
ば
し
く
て
お
い
し
い
」

田
村
小
児
童
が
煎せ
ん
茶ち
ゃ
作
り
に
挑
戦
9月12日
久美浜町

8月31日

142012.10
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地域医療の現場から
The Healthy Life

(財）丹後中央病院
消化器内科部長

濵
はま

田
だ

  暁
あき

彦
ひこ

文胃・大腸・食道がんは予防できます
ＡＢＣ検診や内視鏡検査を受診しましょう

（内視鏡専門医）

■
丹
後
は
食
と
酒
の
宝
庫

　
丹
後
に
は
、
半
島
の
気
候
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
海
・
山
・
里
の
地
形
や
、
暖
流
寒

流
が
交
わ
る
豊
か
な
漁
場
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
コ
メ
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
の

「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
間た

い
ざ人
ガ
ニ
」
を

は
じ
め
、
野
菜
、
く
だ
も
の
、
山
菜
、
海
産

物
な
ど
多
く
の
食
材
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、丹
後
に
は
12
の
日
本
酒
蔵
が
あ
り
、

　
京
都
府
で
は
、
丹
後
の
人
が
お
薦
め
す
る
丹
後
な
ら
で
は
の
食
を
「
丹
後
あ

じ
わ
い
食
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、丹
後
あ
じ
わ
い
食
と
地
酒
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
「
マ
リ
ッ
ジ
半
島 

グ
ル
メ
マ
ッ
プ 

in 

丹
後
」
を
紹
介

し
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
手
に「
丹
後
あ
じ
わ
い
食
」は
も
ち
ろ
ん
、地
酒
と
の
マ
リ
ッ

ジ
（
組
み
合
わ
せ
）
で
、
京
都
「
丹
後
・
食
の
王
国
」
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　がんの原因は何ですか？
　感染症や生活習慣など、さまざまです。
　がんの原因はさまざまで、解明されていないものもあ
ります。分かっているものでは、例えば、子

し

宮
きゅう

頚
けい

がんは
感染症（パピローマウィルス）が原因となって発症するこ
とや、肺がんは、たばこなどの生活習慣が原因となって
発症することが挙げられます。また、肝臓がんは、感染
症（肝炎ウィルス）、生活習慣のどちらもが原因となって
発症する危険があるため、注意が必要です。
　最近は、高

こう

脂
し

血
けっ

症
しょう

や糖尿病、肥満といったいわゆる「メ
タボ」とがんとの因果関係も明らかになってきています。

　胃がんは予防できますか？
　できます。ABC 検診を受けることが第一歩です。
　現在、胃の中に住み着くピロリ菌が、胃がんの原因と
なることが分かっています。ピロリ菌が胃に住み着き、感
染し、慢性胃炎 ( 萎

い

縮
しゅく

性胃炎 ) が長年進行した結果とし
て胃がんが発症します。
　万が一、胃がんを発症しても、何の症状もないような

「粘膜内がん」のうちに発見できれば、胃カメラ（内視鏡）
を使って胃の中でがんを切除し治すことができます。そこ
でお勧めするのは「Ａ

エービ－シー

ＢＣ検診」です。
　ＡＢＣ検診は、胃バリウム検査をせず、血液検査だけ
を行います。血液から、ピロリ菌の有無と胃炎の程度を
調べ、胃がんの危険度を判定して、定期的な胃カメラ検
査が必要かどうかを判断する新し
い検診の方法です。
　検査の結果、ピロリ菌がいる方は、
除菌治療と定期的な胃カメラ検査を
受診することで、胃がんを予防できます。

　　食道がんや大腸がんも予防できますか？
　　生活習慣を見直すことで、予防できます。

　食道がんは、“お酒を飲むと赤くなる
方”がアルコールをたくさん取ることで
なり易いことが分かっています。更に、
たばこを吸うことでいっそう発症しやす
くなります。

　大腸がんは最近一番増えてい
るがんで、特に女性のがんの第一
位です。肥満やアルコール、たばこ、
肉などが原因であることが明らか
になっています。

　そのため、お酒やたばこを控えるとともに、肥満やメタ
ボを予防するなど、生活習慣を見直すことでがんの発症
を予防することができます。
　なお、大腸がん検診で行う「便

べん

潜
せん

血
けつ

検査」によって、
進行した大腸がんを見つけることはできますが、“早期の
大腸がん”は半数以上見逃されてしまいます。現在、大
腸ポリープなどの“早期の大腸がん”を見つける検査法は、

「大腸カメラ（= 内視鏡検査）」しかありません。ポリープ
の段階のうちに、内視鏡を使って切除することにより、が
んによる死亡を防ぐことができます。

　　内視鏡検査はしんどいです。緩和できますか？
　　麻酔などを使うことで緩和できます。
　消化器内科の医師は、毎日胃
カメラや大腸カメラを使った内視
鏡検査や、ポリープやがんを切除
する治療などを行っています。検
査を受ける方の中には、胃カメラ
や大腸カメラに抵抗を感じている
方が多いのが実情です。
　カメラ検査のつらさは、人によってかなり
違いがありますが、その人に合った麻

ま

酔
すい

を使
うことで、つらさを緩和することができます。
　また、受診の際には内視鏡専門医と十分相談してくだ
さい。より適切な検査が実施できるため、がんの予防に
つながります。

　「がんは家系によるもの」と考えている方がいます。し
かし、日本では 2 人に1人が生涯のうちに「がん」にか
かり、3 人に1人が「がん」で亡くなるのが現実です。「が
ん」は老化現象のひとつとして誰もがなる可能性を持って
います。

「丹後・食の王国 食と文化の祭典 in 丹後あじわいの郷」を開催
○日　時　１０月２１日（日） １０：００～１６：００　
　　　　　同時開催：丹後あじわいの郷月例祭
○場　所　丹後あじわいの郷（京丹後市弥栄町）
○内　容　・丹後自慢の「こだわりグルメ」「とれたて、もぎたての農水産物」が        

  大集合
・丹後の地酒に合う肴

さかな

をテーマとした「フォーラム＆試食会」
・京小町踊り子隊による「華の乱」や、地元文化団体による踊り、演奏、
  歌唱などの文化ステージ発表

○問い合わせ　丹後広域振興局企画振興室　TEL 0772-62-4300

豊
富
な
森
林
が
育
ん
だ
水
と
自
然
の
恵
み
を

生
か
し
た
伝
統
的
な
お
酒
造
り
に
よ
っ
て
、

個
性
豊
か
な
お
い
し
い
お
酒
が
た
く
さ
ん
造

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
マ
ッ
プ
で
52
店
舗
を
紹
介

　
京
都
府
で
は
、
こ
れ
ら
の
食
材
と
お
酒
を

生
か
し
て
、９
月
30
日
か
ら
10
月
28
日
の「
丹

後
あ
じ
わ
い
食
・
満
喫
月
間
」
に
楽
し
め
る

食
と
お
酒
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
企
画
。「
マ
リ
ッ

ジ
半
島 

グ
ル
メ
マ
ッ
プ 

in 

丹
後
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
に
は
、
丹
後
２
市
２
町
の
52
店
舗

を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
が
工
夫
を
凝
ら

し
て
作
る
お
い
し
い
食
と
、「
丹
後
あ
じ
わ
い

食
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
お
薦
め
す
る
丹
後
の

地
酒
と
の
組
み
合
わ
せ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
は
、
丹
後
広
域
振
興
局
の
ほ
か
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
各
有
人
駅
や
丹
後
管
内
の
観
光
案

内
所
、
京
阪
神
の
「
道
の
駅
」
な
ど
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　　  丹後あじわい食を進める会
　（丹後広域振興局地域づくり推進室）

☎０７７２‐６２‐４３１６

丹
後
あ
じ
わ
い
食
と
地
酒
を
マ
ッ
チ
ン
グ
。

食
と
お
酒
の
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

「がん」は誰もがなる可能性があります

　今回は、胃がん、大腸がん、食道がんの
検査や予防について、濵田医師に聞きまし
た。一問一答形式でお伝えします。

よ く あ る 質 問　「がん」の

▲９月30日から１０
月２８日まで開催する
「丹後あじわい食・満
喫月間」では、グル
メマップに掲載されて
いるお店が店頭にペ
ナントを掲げます

詳細は マリッジ半島 検索 ➡



「うら嶋船」出船前に友だちと記念撮
影する田茂井さん（写真右）（浅茂川
漁港）

2012.1019 182012.10

▼「
丹
後
果
樹
研
究
同
志
会
」の
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
の
努
力
が
良
く
分
か
り

ま
す
。
で
も
秋
の
味
覚
の
ナ
シ
の
お

い
し
い
こ
と
大
好
き
で
す
。早
く
買
っ

て
食
べ
た
い
で
す
。

【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

　
本
市
の
最
終
処
分
場
は
、
峰
山
、
大
宮
、

網
野
、
久
美
浜
の
４
カ
所
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
「
毎
日
受
け
入
れ
」

の
態
勢
に
す
る
に
は
、
各
施
設
の
職
員
を

増
や
す
必
要
が
あ
り
、
新
た
な
人
件
費
が

掛
か
り
ま
す
。

　
現
在
の
各
施
設
の
受
け
入
れ
日
は
次
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
か
の
施
設
に
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
か
ら
遠
く
に

な
る
な
ど
の
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
峰
山
最
終
処
分
場

　
（
受
入
日
）
火
・
木
曜
日
（
祝
日
除
く
）、

　
第
４
日
曜
日

弥
栄
病
院
の
身
体
障
害
者
専
用
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て

『
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す

こ
と
を
検
討
し
ま
す
』

　

弥
栄
病
院
の
身
体
障
害
者
専
用
の
駐

車
場
が
朝
早
く
来
院
し
て
も
満
杯
で
す
。

何
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
丹
後
町
・
年
齢
未
記
入
・
女
性
】

　
身
体
障
害
者
用
の
専
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

玄
関
前
の
病
院
専
用
駐
車
場
と
病
院

東
側
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ン

の
引
き
直
し
を
行
う
な
ど
し
て
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
増
や
す
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、職
員
玄
関
前
の
公
用
車
ス
ペ
ー

ス
を
身
体
障
害
者
専
用
に
転
用
す
る
こ

と
や
、
新
た
な
駐
車
場
の
借
り
上
げ
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
弥
栄
病
院
管
理
課
】

▼
環
境
に
関
す
る
記
事
は
非
常
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
情
報
発
信

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
峰
山
町
・
50
代
・
男
性
】

▼
表
紙
の
写
真
を
拝
見
し
、
若
人
の
姿

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
着
物
姿
の
一
枚
と

て
も
素
敵
で
す
。
温
か
い
日
本
人
、

い
や
丹
後
人
と
し
て
忘
れ
か
け
て
い

た
想
い
出
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
雰
囲

気
が
感
じ
と
れ
る
写
真
で
す
。

【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
支
え
合
お
う
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を

読
ん
で
思
い
ま
し
た
。
１
年
間
に

５
５
５
人
が
自
殺
だ
な
ん
て
昔
は
こ

の
よ
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
…
。

時
代
だ
ろ
う
か
心
が
痛
み
ま
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
生
命
の
絆
」
コ
ー
ナ
ー
の
赤
ち
ゃ

ん
と
家
族
の
写
真
は
ほ
ほ
笑
ま
し
く

こ
ち
ら
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

ま
た
我
が
子
も
こ
の
様
に
お
め
で
た

く
載
っ
て
く
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
…
。

【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
高
校
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
優
勝
。
網
野

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
優
勝
お
め
で
と

う
。

【
網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

赤十字社員増強運動
　社資（社費および寄付金）のご協力ありがとうございました。
おかげさまで目標額を大きく上回ることができました。寄せられ
た社資は、災害救護活動や健康安全講習の普及などさまざまな
赤十字事業に役立てられます。

京丹後市の社資合計額

７３２万 7,6１2円
　　　　　　　(目標額 517万円 )

 日本赤十字社京都府支部京丹後市地区　
　　  （生活福祉課内☎ 69-0310）

▼
亳
州
市
と
久
美
浜
中
と
の
文
化
交
流

を
拝
見
し
、
昨
今
の
中
国
と
韓
国
と

の
領
土
問
題
が
頻
発
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
交
流
を
深
め
理
解
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
い
つ
も
「
生
命
の
絆
」
見
て
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
可
愛
い
で
す
。
あ
と
、
丹

後
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
と
か
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
私
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
弥
栄
町
の
上
空
を
飛
ん

で
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
巣
立
っ
て
畑
や
田
に
と
ま
る
姿

が
見
れ
た
ら
最
高
で
す
。

【
大
宮
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
田
舎
の
な
い
都
会
の
小
学
生
を
招
い

て
農
山
漁
村
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て

も
ら
う
企
画
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
自
然
に
触
れ
た
３

日
間
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
体
験
と
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
企
画
は
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
私
の
母
は
80
才
前
か
ら
認
知
症
で
大

変
で
し
た
。
な
か
な
か
施
設
に
入
所

で
き
ず
、
困
り
ま
し
た
。
若
い
う
ち

か
ら
少
し
で
も
介
護
予
防
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
最
近
子
ど
も
た
ち
が
「
今
日
は
池
に

８
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
た
よ
」
と

か
「
昨
日
は
３
羽
だ
っ
た
」
と
か
毎

日
報
告
し
て
く
れ
ま
す
。

【
峰
山
町
・
年
齢
未
記
入
・
女
性
】

▼
丹
後
町
是
安
区
「
市
の
花
」
ト
ウ
テ

イ
ラ
ン
１
０
０
本
植
え
る
素
晴
ら
し

い
事
業
で
す
。
私
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

花
苗
を
も
ら
い
、
青
い
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
写
真
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
見
や
す
い
。

若
者
向
け
の
仕
事
を
い
っ
ぱ
い
紹
介

し
て
ほ
し
い
。
今
は
京
都
市
内
で
学

生
生
活
。
卒
業
し
た
ら
丹
後
で
働
き

た
い
。

【
峰
山
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
の
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

丹
後
の
料
理
と
か
。

【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
市
長
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
二
箇
の
稲

作
に
つ
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
自
分
の
先
祖
に
つ
い
て

考
え
、
今
自
分
の
あ
る
こ
と
に
感
謝

し
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
少
し
で

も
人
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

【
網
野
町
・
80
代
・
女
性
】

私
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン 

マ
ニ
ラ
の
近
く
の
ケ
ソ

ン
シ
テ
ィ
で
育
ち
ま
し
た
。
ケ
ソ
ン
シ
テ
ィ
は

マ
ニ
ラ
空
港
か
ら
車
で
30
分
、
人
口
２
６
０
万

人
。
街
は
、
屋
台
が
立
ち
並
び
、
お
祭
り
の
よ

う
で
す
。
市
内
に
は
、
ケ
ソ
ン
メ
モ
リ
ア
ル
ツ

ル
ケ
ル
博
物
館
や
動
物
園
、
有
名
な
大
学
も
あ

り
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
市
議
会
議
員
事
務
所

で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
主
人
と

の
結
婚
を
機
に
退
職
し
て
日
本
に
来
ま
し
た
。

京
丹
後
市
で
暮
ら
し
て
15
年
が
経
ち
ま
す
。

来
日
当
時
、
文
化
の
違
う
外
国
で
の
生
活
に
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
見

た
こ
と
が
な
い
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
る
ト
イ

レ
、
家
の
中
は
畳
で
ス
リ
ッ
パ
を
履
か
な
い
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

現
在
、
３
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、
地
区

の
皆
さ
ん
が
気
を
掛
け
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、学
校
が
楽
し
い
と
言
っ

て
い
ま
す
し
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

仕
事
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
市

内
の
中
学
校
に
勤
務
し
、
児
童
の
学
校
生
活
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
の
夜
は
、

網
野
の
教
会
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を

教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
子
ど
も
た
ち
は
日
本
語
で
成
長
し
て
い

る
の
で
、
私
も
負
け
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
け
る
よ
う
に
日
本
語
教

室
に
通
い
、
日
本
語
の
漢
字
や
会
話
、
日
本
の

文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
で
好
き
な
場
所
は
、
立
岩
で
す
。

ケ
ソ
ン
シ
テ
ィ
に
は
海
が
な
い
の
で
、
悩
み
事

が
あ
れ
ば
立
岩
に
行
き
ま
す
。
心
が
落
ち
着
き

ま
す
。
波
の
音
を
聞
く
と
、
悩
み
が
波
と
一
緒

に
流
れ
て
い
く
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
特
に
夕

焼
け
を
バ
ッ
ク
に
立
岩
を
見
て
い
る
と
、
私
の

夢
や
希
望
が
立
岩
の
よ
う
に
空
に
上
っ
て
い
く

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
少
し
前「
と
び
丸
タ
ク
シ
ー
」や「
う
ら
嶋
船
」

で
海
上
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
、
海
の
き
れ
い
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
母
さ
ん

に
乗
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
海
か
ら

見
た
丹
後
の
海
岸
の
美
し
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
生
活
に
も
慣
れ
、
で
き
る
だ
け
地
域

の
当
番
や
行
事
に
参
加
し
、
お
互
い
の
国
の
こ

と
を
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
京

丹
後
に
住
む
外
国
人
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
自

国
の
言
葉
や
料
理
な
ど
を
紹
介
し
た
り
し
て
、

交
流
が
深
ま
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

＜5月募集分＞

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

田
た

茂
も

井
い

 ナセルさん（36）
網野町浅茂川在住

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

（
弥
栄
町
和わ

田だ

野の

）

 

故 

萩は
ぎ

原わ
ら　
勉つ

と
むさ

ん

【元公立小学校長】

日本道路協会道路功労者表彰

　同会は、府道上世屋内山線（大宮
町内山地内）・府道味土野大宮線（大
宮町明田地内）において、年２回の
清掃・除草作業に取り組まれ、道路
環境の保全活動が評価されました。

しおえ七竜会（網野町塩
しお

江
え

）
　 代表　井上　博　さん

　同会は、府道浜詰網野線（網野町
塩江地内）において、年 2 回の清掃・
除草作業に取り組まれ、道路環境の
保全活動が評価されました。

丹後ハンクス（網野町浅
あさ

茂
も

川
がわ

）
　 代表　吉岡　政晴　さん

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
】

【
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
】

 

安
田 

秀
俊
さ
ん
（
峰
山
町
小こ

西に
し

）

 

奥
田 

文
子
さ
ん
（
峰
山
町
菅す
げ

）

　

第
61
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
９

月
６
日
、
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）
で

開
か
れ
、
本
市
か
ら
は
、
個
人
４
人
と

５
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
】

 

西
谷 

安や
す

柄え

さ
ん
（
峰
山
町
千ち

歳と
せ
）

 

山
田 

義
信
さ
ん
（
峰
山
町
古ふ
る

殿ど
の

）

ｂ
ｅ 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
‐
び
ぃ
ふ
り
～
い

（
代
表　
水
口　
万
里
子
さ
ん
）

（
代
表　
今
井　
富ふ

美
子
さ
ん
）

あ
み
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

丹
後
町
絵
本
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
代
表　
三み

つ

野の　
み
つ
る
さ
ん
）

虹
色
の
た
ね（代

表　
伊
藤　
ゆ
か
り
さ
ん
）

（
代
表　
山
副ぞ

え　
千
鶴
子
さ
ん
）

広
報
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

そ
よ
か
ぜ

（
一
部
表
記
を
変
更
し
て
い
ま
す
）

　昭和 25 年 4 月から 33 年間にわ
たり教員として活躍。また退職後は、
京都府丹後文化会館館長、網野町教
育長などを歴任し教育・文化の振興
に尽力。その功績が評価されました。

社会福祉事業・ボランティア
功労者知事表彰

叙　　位 
正六位（教育功労）

京丹後に想う Vol .1



第
８
回
京
丹
後
市
総
合
体
育
大
会

17
競
技
24
種
目
で
激
戦

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
平
成
24
年
度

全
国
中
学
校
カ
ヌ
ー
大

会
が
７
月
27
～
29
日
、
山

形
県
内
の
月が

っ

山さ
ん

湖こ

カ
ヌ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
競
技
場
で
行

わ
れ
、
久
美
浜
中
学
校
の

カ
ヌ
ー
部
が
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
、
村
野
武た

け

広ひ
ろ

君

（
３
年
）
が
優
勝
。
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
で
も
、

村
野
君
、
浦
野
亮
太
君
（
３
年
）
ペ
ア
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
で
は
、
ペ

ア
で
優
勝
し
た
２
人
と
袖そ

で

長な
が

拓た
く

馬ま

君
（
３

年
）、安
井
光
太
朗
君（
２
年
）の
４
人
チ
ー

ム
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
主
将
の
袖
長
君
は
、「
い
つ
も
声
を
掛
け

合
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

し
て
き
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
化
し
た

こ
と
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」と
日
々

の
練
習
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２

種
目
で
優
勝
、
１
種
目
で
３
位
と
健
闘
し

た
村
野
君
は
、「
ス
タ
ミ
ナ
が
課
題
だ
っ
た

け
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
高
校
生
と
一
緒
に

練
習
し
て
き
た
こ
と
で
克
服
で
き
た
。
自

信
が
付
き
、
試
合
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨

め
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲スティックを使った演技種目の練習
をする稲岡君

優勝・峰山
　

第
８
回
京
丹
後
市
総
合
体
育
大

会
（
市
体
育
協
会
主
催
）
が
９
月
２

日
、
市
内
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で

行
わ
れ
、
市
内
６
町
か
ら
代
表
選
手

１
８
５
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
激

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
は
、
陸
上
、
軟
式
野
球
、

卓
球
な
ど
17
競
技
24
種
目
。
結
果
は
、

峰
山
が
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、
準
優
勝
は
大
宮
、
３
位
は
網
野
で
、

久
美
浜
、丹
後
、
弥
栄
と
続
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
部
で

６
連
覇
を
飾
っ
た
大
宮
チ
ー
ム
の
吉

村
延の

ぶ

子こ

主
将
は
、「
い
つ
も
楽
し
み
な

が
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
、
毎
週

練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

村
野
武
広
君

村
野
武
広
君

浦
野
亮
太
君

村
野
武
広
君

浦
野
亮
太
君

袖
長
拓
馬
君

安
井
光
太
朗
君

フ ォ ア ペ ア
優勝３位

久美浜中
カヌー部

ジュニアオリンピック

　全日本ジュニア新体操選手権大会 近畿ブロック予選が
８月２５日、和歌山ビッグウェーブ（和歌山市）で行われ、「あ
みの体操クラブ」に所属する稲岡逸

いっ

生
せい

君（網野中３年）が
出場。２種目の演技で競う個人総合で３位に入賞し、全
国大会（第３０回全日本ジュニア新体操選手権大会）への
出場権を獲得しました。
　稲岡君は、「全国大会出場を目標にやってきたので、と
てもうれしいです。試合では、勝ち負けではなくて、自分
が納得できる演技にこだわりたいです」と話していました。
　全国大会は、１０月１２日から国立代々木競技場第一体
育館（東京都）で行われます。

　第２９回全国少年少女レスリング選手権大会が７月 22
日～24 日、国立代々木競技場第一体育館（東京都）で
開かれ、網野町少年レスリング教室に所属する田村生

い

吹
ぶき

さん（大宮第二小６年）と、由良 琉
りゅう

二
じ

君（吉野小４年）
がメダルを手にしました。
　田村さんは、小学生女子の部６年生 36㎏級に出場し、
準優勝。由良君は、小学生の部４年生 30㎏級に出場し、
３位入賞を果たしました。
　田村さんは、「つらい練習もあったけど、結果が出てうれ
しかったです。今回優勝した太田若那さん（千葉県）に、
次は勝ちたいです」と話し、由良君は、「優勝できなくて
悔しかったです。来年は絶対に優勝したいので、一年間
練習を頑張ります」と話していました。

新体操全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
出
場

「納得できる演技にこだわりたい」

稲岡逸
い っ

生
せ い

 君
あみの体操クラブ

網野中３年

田村生
い

吹
ぶ き

 さん

網野町少年レスリング教室

大宮第二小６年
由良琉

りゅう

二
じ

 君
網野町少年レスリング教室

吉野小４年

全国少年少女レスリング選手権

レスリング
田
村
生
吹
さ
ん

準
優
勝

由
良
琉
二 

君 

３
位

▲試合に臨む久美浜中チーム（写真奥）

▲全国大会で健闘したカヌー部のメンバー（左から安井君、袖長君、
浦野君、村野君）

カ ヌ ー

シ
ン
グ
ル
優
勝

全国大会

９月２日

▲選手宣誓する羽田有希さん（丹後
町）

▲総合優勝し、伊東嵩英市体育協
会長から賞状を受け取る峰山チーム

▲６連覇したバスケットボール女子の
大宮チーム

▲陸上男子30歳代 800ｍ、3000ｍで
優勝した村上求さんを祝福する丹後チーム

▲網野（青ユニホーム）対大宮の試合で競り合うプレーヤー（サッカー）

▲バスケットボール男子でボールを取り
合う大宮（紺ユニホーム）と弥栄の選手

▲スマッシュを放つ丹後チーム（黒ユ
ニホーム）の選手（卓球）

▲ボウリングでストライクをねらう弥栄
チームの選手

▲80歳を超える選手もエントリーし、
実力を競った（グラウンドゴルフ男子）

　
種
目
別
の
優
勝
は
次
の
と
お
り
。
陸
上

＝
男
子
・
丹
後
、
女
子
・
大
宮
、
軟
式
野

球
＝
丹
後
、
卓
球
＝
大
宮
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
＝
男
子
・
網
野
、
女
子
・
大
宮
、
家
庭

婦
人・峰
山
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
壮
年
男
子・

大
宮
、
一
般
女
子
・
峰
山
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

＝
峰
山
、柔
道
＝
網
野
、剣
道
＝
大
宮
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
＝
男
子
・
峰
山
、
女
子
・
弥
栄
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
大
宮
、
サ
ッ
カ
ー
＝
網

野
、
テ
ニ
ス
＝
峰
山
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

＝
男
子
・
大
宮
、
女
子
・
峰
山
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
＝
男
子
・
網
野
、
女
子
・
大
宮
、

ゴ
ル
フ
＝
久
美
浜
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
＝
久
美

浜
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
久
美
浜

▼大宮戦でスパイクを放つ峰山チー
ム（左）の選手（バレーボール女子）

▼走幅跳 30歳代で優勝し
た弥栄チームの今岡秀明さん

▼コースを狙って集中する
選手（ゲートボール男子）

▼弥栄との対戦で、バットを構える
丹後チームの選手（軟式野球）

2012.10 20



久保 美
み

月
づき

ちゃん（女の子）
8月生まれ・3,068㌘
母：美

み

里
さと

さん　父：光
ひかる

さん

（京都府宮津市／実家：峰山町杉谷）

上田 結
ゆ

菜
な

ちゃん（女の子）
8月生まれ・2,870㌘
母：美

み

紀
き

さん　父：悠
ゆう

平
へい

さん

吉川 成
なる

ちゃん（男の子）
8月生まれ・2,360㌘
母：さゆりさん　父：祥

しょう

太
た

さん

（大宮町河辺）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生
の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。ご応募
いただいた全ての方を掲載しています。どしど
しご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで
                                             ☎ 69-0110

松本 恋
れん

花
な

ちゃん（女の子）
8月生まれ・3,060㌘
母：夏

なつ

姫
き

さん　父：隆
たか

志
し

さん

（大宮町善王寺）

井上 心
こ は る

晴ちゃん（女の子）
8月生まれ・2,974㌘
母：紀

き

和
わ

さん　父：和
かず

也
や

さん

（大阪府豊中市／実家：丹後町間人）

（大阪府和泉市／実家：網野町浅茂川）

山下 斗
と

希
き

辰
たつ

ちゃん（男の子）
9月生まれ・2,508㌘
母：明

あ

寿
す

香
か

さん　父：勝
かつ

司
じ

さん

（網野町網野）

１００キロウルトラマラソン

さと
が
えり

さ
と
が
え
り

さと
が
えり

　
第
12
回
２
０
１
２
歴
史
街
道
丹
後
１
０
０
㌔
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
９

月
16
日
、
市
内
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

ラ
ン
ナ
ー
が
過
酷
な
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
１
０
０
㌔
の
コ
ー
ス
が
日
本
陸
連

長
距
離
競
走
路
の
公
認
（
日
本
で
３
番
目
）
を

受
け
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
。
60
㌔
の
コ
ー
ス

と
合
わ
せ
て
、
過
去
最
多
と
な
る
２
７
１
６
人

が
出
走
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
は
、
１
０
０
㌔
男
子
・
高
橋

雅ま
さ

一か
ず

さ
ん
（
東
京
都
足
立
区
）、
同
女
子
・
坂さ

か

根ね

充み

紀き

栄え

さ
ん
（
舞
鶴
市
）、
60
㌔
男
子
・
前

田
洋
輔
さ
ん
（
大
阪
府
枚
方
市
）、
同
女
子
・

出で

野の

ひ
ろ
み
さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市
）で
し
た
。

　

１
０
０
㌔
の
部
に
出
走
し
た
入
江
慶
介
さ

ん
（
27
）
＝
弥
栄
町
は
「
何
度
も
あ
き
ら
め
か

け
た
が
、
沿
道
の
方
の
応
援
が
大
き
な
力
と
な

り
、
な
ん
と
か
走
り
切
れ
た
。
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲弥栄庁舎の休憩所でスタッフからばら
ずしを受け取るランナー

▲丹後庁舎の休憩所で網野スポーツクラブ
の中学生からマッサージを受けるランナー

◀▲アニメのキャラク
ターなどに扮したり、顔
にペイントをしたりしたラ
ンナーたち

◀家族で手を取り
合ってゴールするラン
ナー。このほか、夫
婦で完走する姿や子
どもを肩車してゴー
ルするランナーなど、
思い思いのゴールを
飾った

▼ゴールの際、感極
まって顔を覆うラン
ナーに声を掛けるサ
ポーター

▲網野町水之江区では、区民らがゴール直前のランナーを
ハイタッチで出迎えた

▲眼下に広がる大自然を楽しみなが
ら走るランナー（七竜峠・網野町）

▲午前4時 30 分、１００㌔の部がスタート。
過去最多の1,838人がゴールを目指した

▲ランナーを元気づけるタレ
ントの猫ひろしさん

「沿道の応援に感謝」

  

過
酷
な
レ
ー
ス　

２
７
１
６
人
が
出
走
9月16日

過去最多

2012.1023
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岩
ヶ
鼻
古
墳
は
、
川か

わ

上か
み

谷だ
に

川が
わ

の
河か

口こ
う

に
近
い
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
う

上じ
ょ
う

に
立
地
し
て
い
ま
す
。

全
長
51
㍍
、
後
円
部
の
直
径
31
㍍
・
高

さ
５
㍍
、前
方
部
の
長
さ
24
㍍・高
さ
３・

５
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う

（
マ

ウ
ン
ド
）
は
、
二
段
に
築
か
れ
て
お
り
、

表
面
の
葺ふ

き

石
や
埴は

輪に
わ

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

埴
輪
な
ど
の
出し

ゅ
つ

土ど

遺い

物ぶ
つ

が
な
い
た
め
、

古
墳
の
造
ら
れ
た
年
代
は
不
明
で
す
が
、

そ
の
立
地
は
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
古
墳
の
近
く
を
流
れ
る
川
上
谷
川
は
、

江
戸
時
代
に
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
甲
山
駅
の
辺
り

が
河
口
で
し
た
。
古
墳
の
目
の
前
に
は

蓮は
す

池
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
り
、
池
の
周

り
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
水
田
に
は
、「
新し

ん

津づ

」「
津つ

」
と

い
っ
た「
ツ
」地
名
が
み
ら
れ
ま
す
。「
ツ
」

地
名
は
、
そ
こ
が
船ふ

な

着つ
き

場ば

で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
お
そ
ら
く
古
墳

が
造
ら
れ
た
頃
に
は
、
眼が

ん

下か

の
水

田
は
久
美
浜
湾
の
奥
に
位
置
す
る

内う
ち

海う
み

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
内
海
を
見
下
ろ
す

よ
う
に
し
て
造
ら
れ
る
立
地
は
、

網
野
銚ち

ょ
う

子し

山
古
墳
（
網
野
町
網
野
）

や
神し

ん

明め
い

山
古
墳
（
丹
後
町
宮み

や

）
と

共
通
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
と
同
じ

四
世
紀
後
半
の
古
墳
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
同
じ
川
上
谷
川
の
中
流
域
に
は
、

岩
ヶ
鼻
古
墳
に
先
立
つ
四
世
紀
前

半
に
造
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
島し

ま

茶ち
ゃ

臼う
す

山
古
墳
（
久
美
浜
町
島し

ま

）
が

あ
り
ま
す
。

　

岩
ヶ
鼻
古
墳
は
、
島
茶
臼

山
古
墳
に
続
く
有
力
者
の
お

墓
と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
58
年
４
月
１
日
付
で
久

美
浜
町
指
定
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
平
成
16
年
の
京
丹
後
市

発
足
に
伴
い
、
市
の
指
定
史

跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

78
（
久
美
浜
町
甲こ

う

山や
ま

）

岩い
わ

ヶが

鼻は
な

古
墳

岩ヶ鼻古墳測量図
（同志社大学考古学研究会作成、
『同志社考古』第12号より転載）

川上谷川流域の有力者のお墓

　

中
山
泰
市
長
と
前ま

え

林ば
や
し

保や
す

典の
り

丹

後
広
域
振
興
局
長
が
９
月
17
日
、

国
内
最
高
齢
者
の
木
村
次じ

郎ろ

右う

衞え

門も
ん

さ
ん
（
丹
後
町
中な

か

野の

）
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
山
市
長
は
こ
の
日
、「
ま
す

ま
す
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
幸
せ
の
鳥
と
し
て

知
ら
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
模
し
た

竹
細
工
の
置
物
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

パ
ネ
ル
写
真
、
地
元
宇
川
小
・
中

学
校
の
全
校
生
徒
89
人
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
綴
っ
た
寄
せ
書
き
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
両
手
を
合
わ
せ
、

「
サ
ン
キ
ュ
ー
ベ
リ
ー
マ
ッ
チ
。

お
陰
さ
ま
で
私
も
元
気
に
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
元

気
な
声
で
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
林
局
長
（
山
田
府
知
事

代
理
）
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
な
ら
び

に
清き

よ

水み
ず

焼
の
飾
り
皿
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

訪
問
に
は
報
道
関
係
者
も
駈
け

付
け
、
木
村
さ
ん
の
姿
が
全
国
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
居
の
家
族
に
よ
る
と
、
最
近
は

食
事
の
量
が
や
や
少
な
く
な
る
も

の
の
、
食
事
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で

の
入
浴
を
楽
し
み
に
過
ご
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
翌
日
、
福
岡
市
に
住
む
ひ
孫
の
小お

田だ

鮎あ
ゆ

美み

さ
ん
（
34
）
と
一
緒
に
や
し

ゃ
ご
の
彰あ

き

一か
ず

ち
ゃ
ん
（
1
）
が
駆
け

付
け
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　山陰海岸ジオパークには、花
か

崗
こう

岩
がん

が広く分布してお
り、市南部にも花崗岩からなる丘陵が多く見られます。
この花崗岩は、かつて日本海が形成される前に、大陸
の縁

えん

辺
ぺん

部においてマグマが固まってできたものと考え
られており、日本列島の基盤となっています。花崗岩
を構成している石

せき

英
えい

や長
ちょう

石
せき

といった鉱物は、結晶が大
きく発達しているため、風化すると比較的砂粒の大き
な真

ま

砂
さ

土
つち

となります。山陰海岸ジオパークで見られる
真砂土は、河川によって日本海に流された後、海岸に
集まって、砂丘や砂浜を形成します。
　鳥取砂丘や小

しょう

天
てん

橋
きょう

・浜
はま

詰
づめ

の海岸も、花崗岩起源の砂
によって形成されており、この砂の主成分である石英
や長石は白色～半透明の色をした鉱物のため、鳥取砂
丘や小天橋の砂は、白っぽい色をしています。

砂地で栽培され、甘みが特徴の
サツマイモ

　小天橋や浜詰海岸の
砂丘地の砂は、水はけ
がよく、水や肥料の調整
が容易なことから、スイ
カやメロンなどの栽培に
適しています。また、砂地では根菜類が真っすぐ育つ
ため、サツマイモやナガイモの栽培も盛んに行われて
います。鳥取砂丘では、砂丘地を利用したラッキョウ
栽培に成功し、日本有数の広大なラッキョウ生産地と
なっています。このように、大地と日本海の営みによっ
てもたらされた恵みにより、その特徴を生かしてさま
ざまな農産物が作られています。� （観光振興課）

参
加
者
に
制
度
の
活
用
を
促
す
、

講
師
の
笹
尾
さ
ん

　「働き、生き続けるために知っておきたいこと」を
テーマとした講演会が９月９日、丹後勤労者福祉会
館（大宮町河

こう

辺
べ

）で開催されました。
　講演会は、同日開催の「丹後わくわくフェスタ」の
一環として行われ、勤労者に法律や制度をうまく活
用してもらおうと丹後地域職業訓練協会が企画。
　参加者は、失業後の給付や傷病手当などの説明を
受け、労働・社会保険の活用について学びました。
　講師の笹

ささ

尾
お

達
たつ

朗
ろう

さんは、厳しい雇用情勢の今「制
度は自分を助けてくれる。まず知ることが大切」とア
ドバイスを送りました。
　同会館では、講演会の他、書道やちぎり絵などの
作品展示、煎

せん

茶や囲碁など無料体験ができる催しが
行われ、大勢の来場者で賑わいました。

　宝くじの普及を推進している（財）自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業（地域防災組織育成助
成事業）により、消防関連備品を整備しました。

◎導入団体　久美浜町河梨自警団
◎導入備品　
　①可搬式消防ポンプ　１台（ラビット Fi7000）
　②双口継手　１個（65mm）

長寿日本一、男性長寿世界一

木村  次郎右衞門
「　元気な声で
　　　サンキューベリーマッチ　」

ご
長
寿
を
祝
い
中
山
市
長
が
表
敬
訪
問

宇川小の生徒から預かった寄せ書きを披露する中山市長

さん（115）

ジオの恵み
　　砂丘の特徴を生かしたものづくり

府勤労者会館でわくわくフェスタ
－ 労働・社会保険の活用を学ぶ －

「宝くじ助成」
消防関連備品を整備



10月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 10

/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1 2 3

問 1
問 2
問 3

日本一の○○○○づくり実行推進会議が発足
自閉症の子どもたちが○○○○○を体験
ウルトラマラソンで過去最多の○○○○人が出走

　9 月号 12 ページの「羽
衣伝説ゆかりの地で観光ツ
アー」の記事で、久次比沼
奈為神社となっていました
が、正しくは久次比沼麻

・
奈

為神社です。また、16ペー
ジの「第 61回全国農業コ
ンクール優秀賞」の記事で、
超江雅夫さんとなっていま
したが、正しくは越

・
江雅夫

さんです。おわびして訂正
します。
　同号 2ページの「久美浜
中の生徒と文化交流」の記
事で、亳州市の人口が京都
市の２倍となっていました
が、正しくは京都府

・
の２倍

です。訂正します。

　思わずついてしまったウソから始
まったある高校生の旅。予定通りに行
かないことの連続だが、その中での偶
然、いや必然の出会い。人との出会い
の中で、自分の日常を見直し、「生きる
力」を学びます。

 さつまいもの収
しゅう

穫
か く

を楽
た の

しみにしている
子

こ

どもたち。大
お お

きくなったおいもを想
そ う

像
ぞ う

して、絵
え

の具
ぐ

でおいもの絵
え

を描
え が

いて
いきます。絵

え

はどんどん大
お お

きくなって
いき、子

こ

どもたちの想
そ う

像
ぞ う

もどんどん膨
ふくら

らんでいきます。

　今月号に掲載された記事からクイズを出題します。全問正解
者の中から抽選で５人に図書カード５００円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②
住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感
想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の上、
秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、お寄
せいただいた感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。

◆締め切り
10 月 12 日（金）当日消印有効。当選者の発表は来月号の
このコーナーで。

◆ 9月号当選者
　野村　久栄さん（網野町）、後藤　すづ代さん（大宮町）
　鴨田　聡子さん（大宮町）、吉岡　章さん（峰山町）
　菅谷　栄子さん（峰山町）
　応募総数34人、正解者数33人でした。ご応募ありがとうございました。

◆ 9月号の答え
　問１…亳州　問２…トウテイラン　問３…3

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」を担当。
年間を通してイベント MC や各ナレーショ
ンにも多数出演　8月下旬に開催された「丹後半島

ラリー2012」、皆さん見られまし
たか？丹後縦貫林道をラリーカーが
さっそうと走り抜けたそうですね。
そんな丹後縦貫林道ですが、おそら
く私は足を踏み入れることはないか
と…というのも以前碇高原周辺の山
道で迷い、道なき道を走る羽目に！
それからというもの狭い山道はどう
も苦手で…。
　でもこんなことを言うとあのお方
に笑われそうですね。そう、19歳と
いう若さで奥深い山里、現在の弥栄
町味土野に幽

ゆう

閉
へい

された細川ガラシャ
です。
　来年、細川ガラシャ生誕450年
を迎えることから、7月に丹後広域
観光キャンペーン協議会と丹後語り
部の会が共催で「細川ガラシャシナ
リオコンテスト」が実施されました。

10点の応募作品があり、その中で
最優秀賞・優秀賞が選ばれ9月2日
は作品の実演披露も行われました。
私も取材に行き、3人の受賞者の語
りをお聞きしました。父明智光秀の
謀
む

反
ほん

と死別、そして味土野への幽閉、
19歳の女性には耐えがたい現実に
直面しつつも強い心を持ち、味土野
での2年間を過ごしたガラシャ。お
そらく「なぜ？」「どうして？」と父・
夫を問いただしたい気持ちでいっぱ
いだったことでしょう。
　でもそんなガラシャの心を変えた
のは味土野の四季折々に見せる風景、
そして村人のおもてなしであったと

いうことが分かりました。丹後のお
もてなしは戦国時代には既にあった
ようですね。
　シナリオコンテスト受賞作品の紹
介は、10月1日から4日の「たん
ごモーニングサンド！」の番組内で
お届けします。場面を想像しつつガ
ラシャの気持ちになってお聞きくだ
さい。
　さて、細川ガラシャの心をも変え
た味土野に行ってみたい！と思った
私宮川優でしたが、クマではなくト
ラウマに襲われ断念！
　ガラシャのような強い女性にはほ
ど遠いですね（＾＾：）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　

 たんご・モーニング・サンド！　月～金　7:00 ～ 8:58
 京丹後市からのお知らせ　月～金　13:00 ～ 13:05、16:54 ～ 16:59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒
Check

多
文
化
共
生
は
地
域
発
展
の
カ
ギ

　
地
域
の
外
国
人
住
民
の
社
会
参
画
を
図
る
な
ど
、
多

文
化
共
生
※
を
考
え
る
研
修
会
を
、
９
月
１
日
、
８
日
、

市
国
際
交
流
協
会
と
府
国
際
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ

り
ら
・
ぽ
ー
と
（
網
野
町
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
の
外
国
人
や
地
域
活
性
化
に
関
心
の
あ
る

市
民
が
参
加
。
講
師
の
田
村
太
郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪
代
表
理
事
）
が
、「
外
国

人
住
民
の
地
域
参
画
が
活
力
と
な
り
、
地
域
が
発
展
す

る
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
杜
氏
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
、木
下
酒
造(

有)

代
表
取
締
役
の
木き

の

下し
た

善よ
し

人と

さ
ん
（
久
美
浜
町
甲こ

う

山や
ま

）
が

事
例
発
表
を
行
い
、「
言
語
や
文
化
的
背
景
が
違
う
杜

氏
と
同
じ
目
標
を
持
ち
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

外
国
人
住
民
が
地
域
に
も
た
ら
す

力
と
可
能
性
を
説
明
す
る
講
師
の

田
村
さ
ん

事務局（京丹後市企画政策課内☎ 69-0120）

※
国
籍
や
民
族
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文

化
的
違
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ

う
と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て

共
に
生
き
て
い
く
こ
と
。

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

時：平成 25年 1月１3日（日）開演 14：00

10/21（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

よみがえれ  バナナ島

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般（高校生以上）…1,200 円（当日 1,500 円）

　 子ども…700 円（当日 800 円）　全席自由

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場№ 34

主催 /（財）京都府丹後文化事業団

宮本 文昭　×　宮本 笑里

それいけ！アンパンマン

 上映開始
① 10：00 ② 13：00 ③ 16：00

トーク ＆   コンサート

同時　リズムでてあそび
上映　アンパンマンとふしぎなパラソル

■おおきな おおきな おいも 赤羽 末吉／文・絵
　福音館

■「また、必ず会おう」と誰もが言った。 喜多川 泰／著
サンマーク出版

今月のおすすめ

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

おもてなしは味
み

土
ど

野
の

にあり！！

　「よい絵本」は、全国学校図書館協議会が子どもた
ちへの読み聞かせや絵本を薦める際の選書の手掛かり
になるようリストとしてまとめたもので、今回 253
点の絵本が選ばれました。
　峰山図書館では、この「よい絵本」を一同に集めて
10月末まで展示してます。どうぞ手にとってご覧く
ださい。

「よい絵本」展示コーナーにならぶ絵本

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　弥栄図書室は９月９日、わくわく教室「卵の問
題！？」を開催しました。講師に深田和幸さんを迎え、
水の入ったコップの中に塩や砂糖、田んぼの土を混ぜ
て、生卵を入れたらどうなるか？を実験しました。
　また、床の上に生卵を立ててみよう！にも挑戦し、
バランスの取り方次第で立つことを確認。子どもたち
は卵の不思議について学びました。

水の入ったコップに卵を沈め、浮き沈みを実験する児童

子どもたちが卵の不思議を学ぶ
弥栄図書室

「よい絵本」253点を一同に展示
峰山図書館

　
　

　市では、5回目となる支援米（１袋30㌔㌘玄米）6袋を相
馬市へ届けました。ご支援いただきました皆さん、ありがと
うございました。支援米は、引き続き募集しています。
　　　　　　　市災害支援対策本部（総務課内☎ 69-0140）

おわびと訂正

2627 2012.10 2012.10

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）
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男　　29,013人（－14）
女　　31,188人（－68）
計　　60,201人（－82）
世帯数	 22,482世帯	（－21）
9月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

大江　健
た け

人
ひ と

さん（28）

畜
産
業
の
活
性
化
を

　  

　 

目
指
す
若
手
畜
産
家
　

 肉牛を育てる若手畜産農家

30

大江さんと府代表に選ばれた牛「わかひら」（大江さんの牛
舎で＝丹後町矢畑）

　
丹
後
町
の
静
か
な
山
あ
い
で
肉
牛
を
育
て
る
若

者
が
い
る
。
大
江
健
人
さ
ん
（
28
）。
牛
た
ち
と
の

生
活
が
始
ま
り
６
年
が
経
過
し
た
今
、
何
を
思
う

か
話
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
◆　
　
　
　
◆　
　
　
　
◆

　
畜
産
農
家
の
朝
は
早
い
。
毎
朝
５
時
に
起
床
し
、

牛
舎
へ
向
か
う
。
成
牛
、
子
牛
合
わ
せ
て
50
頭
の

朝
食
の
準
備
が
一
日
の
始
ま
り
。
約
２
時
間
掛
け

て
飼
料
を
与
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
牛
の
状
態
を
見

る
。
わ
ず
か
な
仕
草
や
鳴
き
声
の
違
い
で
病
気
の

兆
候
を
読
み
取
り
、
他
の
牛
へ
の
感
染
や
重
症
化

を
防
ぐ
。
早
期
発
見
・
治
療
に
努
め
て
い
る
。

　
日
中
は
、
エ
サ
と
な
る
牧
草
の
刈
り
取
り
や
牛

舎
内
の
清
掃
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
削さ

く

蹄て
い

な
ど
の
作

業
を
こ
な
す
。
仕
事
を
始
め
た
頃
は
休
み

が
少
な
く
、
周
り
の
友
だ
ち
が
遊
ん
で
い

る
時
で
も
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
不
満
を
持
っ
た
。「
他
の
職
業
が

う
ら
や
ま
し
く
思
え
、
四し

六ろ
く

時じ

中ち
ゅ
う、
父

と
二
人
の
作
業
な
の
で
ケ
ン
カ
も
し
ば
し

ば
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
数
年
後
、
少

し
仕
事
に
も
慣
れ
た
頃
、
良
質
な
牛
を
育

て
る
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
。「
品
質
の
良

い
牛
を
育
て
る
に
は
、
手
間
暇
を
掛
け
る

の
が
当
然
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
付

け
加
え
た
。

　
今
で
は
、
作
業
を
効
率
化
し
て
休
み
も

▼
鈴
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
り
、
よ
う
や
く
寝
苦
し
さ
か

ら
解
放
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
内
の

あ
ち
こ
ち
で
、
太
鼓
や
笛
の
音
も
し

て
ま
す
ね
▼
さ
て
今
回
は
、
肝
試
し

や
歌
を
楽
し
む
会
を
取
材
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
幼
い
頃
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
る
懐
か
し
い
内
容
で
し

た
▼
誰
に
で
も
印
象
深
い
思
い
出
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
友
だ
ち
と
遊

ん
だ
り
家
族
で
出
掛
け
た
り
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
も
し
く
は
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
と
か
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
優
勝
と
い
っ
た
自
慢
の
思
い

出
で
す
か
？
▼
今
月
17
日
の
敬
老

の
日
、
木
村
次
郎
右
衛
門
さ
ん
宅
に

伺
い
ま
し
た
。
ご
存
知
で
す
よ
ね
!?

国
内
最
高
齢
で
男
性
長
寿
世
界
一
の

木
村
さ
ん
を
。「
世
界
」
と
い
う
冠

が
つ
く
人
は
身
近
に
そ
う
い
ま
せ
ん

よ
ね
。
ま
さ
に
世
界
に
誇
れ
る
京

丹
後
市
の
“
宝
”
だ
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
木
村
さ
ん
と
お
出
会

い
し
た
こ
と
が
良
き
思
い
出
や
自

慢
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
▼
取
材

（
仕
事
）
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
／
樹

「京丹後市公式 F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook」のページを開設しています。http://www.facebook.com/kyotango/URL

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
肉
牛
を
扱
う
畜
産
農
家
は
、
母
牛
に
子
ど
も
を

産
ま
せ
子
牛
を
育
て
る
「
繁
殖
農
家
」
と
そ
の
子

牛
を
せ
り
市
で
買
い
上
げ
、食
用
に
太
ら
せ
る
「
肥

育
農
家
」
に
分
類
さ
れ
る
。
市
内
に
は
大
江
さ
ん

を
含
め
、
15
軒
の
繁
殖
農
家
が
あ
る
が
、
農
家
と

飼
養
頭
数
が
減
少
し
て
、
肥
育
農
家
か
ら
の
注
文

に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
担
い
手
の

育
成
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

　
「
こ
こ
丹
後
は
自
然
が
豊
か
で
牛
の
生
育
に
は

最
高
の
環
境
。
畜
産
農
家
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

是
非
こ
の
仕
事
を
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
畜
産
は

気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
や
り
方
次
第

で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
可
能
。
米
作
り
を
す

る
よ
う
な
感
覚
で
」
と
大
江
さ
ん
は
話
す
。

　
大
学
で
乳
牛
の
飼
育
管
理
を
学
び
、
６
年
前
に

帰
郷
。
父
良
樹
さ
ん
の
指
導
の
下
、
必
死
に
努
力

を
重
ね
て
き
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
牛
へ
の

愛
情
も
増
す
一
方
で
、
成
果
も
現
れ
た
。

　
今
年
８
月
、
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
和
牛
日

本
一
を
決
め
る
「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

府
予
選
会
に
初
め
て
参
加
。
発
育
や
体
形
な
ど
の

審
査
の
結
果
、
市
内
で
は
20
年
ぶ
り
と
な
る
府
代

表
に
選
ば
れ
た
。
全
国
大
会
は
10
月
25
～
29
日
に

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
。
大
江
さ
ん
は
、「
他
府
県

の
レ
ベ
ル
と
比
較
す
る
と
決
し
て
自
慢
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
」
と
語
る
。

　
「
今
は
日
々
牛
と
向
き
合
っ
て
、
や
る
べ
き
こ
と

を
当
た
り
前
に
す
る
だ
け
。
目
標
は
自
分
が
繁
殖

農
家
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
魅
力
あ
る
牛
飼
い
と
な

り
、
京
都
の
畜
産
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
」
―
。

 丹後町矢
や

畑
ばた

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト
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